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る
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税
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に
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て

日

基
本
的
な
理
念
と
課
税
パ
タ
ー
ン

O

キ

ャ
ッ
シ

ュ
・
フ
ロ
i
方
式

(「占
典
的
支
出
税
」
)

ω

「現
代
的
支
出
税
」

(労
働
所
得
税
)

四

「包
括
的
所
得
税
」
に

つ
い
て

O

所
得
概
念
と
そ
の
変
遷

⇔

「包
括
的
所
得

(税
)」

の
概
要
と
問
題
点

口

具
体
的
改
革
案
と
そ
の
難
点

一

現

代

租

税

・
税

制

論

の

新

傾

向

主
と
し

て
近
代
経
済
学
を
理
論
的

↑

ス
と
す

る
租
税

・
税
制
論

の
分
野

で
、
「支
出
税
」
か

「包
括
的
所
得
税
」
か
・
は
た
ま
た

「
最
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適
課

税
」

か
と

い
う
議
論

な

い
し
論

争

が
、

近
年

に
お

け

る
特

徴
的

な

顧

向

と

な

.
て
い
る
。

}」
の
種

の
議
論

の
提

唱

そ

の
も

の
は
、

　
　

　

か
な

り
古

く
・
直

接

税

と

し

て

の
支

出
税

(な
い
し
総
合
消
費
税
)
に

つ
い

て
は

一
九

五

〇
年
代

の
N

・
カ

ル
ド

ア
に
よ

る
提
唱

に
ま

で
、
ま

た
包

括
的

所

得
税

に

つ
い

て
は
二

八
九

・
年

代

末

の
G

・
シ

ヤ

冤

や

一
九

二
〇

、

三
・

年
代

の
R

・
M

・
ヘ
イ
グ
、

H

・
C

.
サ
イ

モ

潅

に
よ

る
提

唱

に
ま

で
遡

る

こ
と

が

で
叡

説

・

そ

の
新

た
な
再

評

価

が
、

と

り
わ

け

一
九
ヒ

○
年

代

末

か
ら
八

、
九

〇
年

代

に
か

け

て
の
国
際
的
な
税
制
抜
本
改
革
を
め
ぐ

る
理
論
問
題
と
し
て
浮
上
し
、

そ
れ
以
降
、
現
代

に
お
け
る
租
税

.
税
制
論

の
特
徴
的
な

一
動

句
と
な

っ
て
い
る
。

課

税

ベ
ー

ス
の
選
択
・
す
な
わ
ち
、
『
(包
括
的
)
所
得
税
か
支
出
税

か
』

と
い
う
問
題
は
、
税
制

に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
問
題

で
あ

る
。
諸

外

国

の
税

制
改

革
論

議

に
お

い
て
は
、

こ

の
問
題

が
最

重
要

の
も

の
と

し

て
議

論

さ

れ

て
お

り
、

ア

メ
リ

カ

の

『
税

制

改
革

の
ブ

ル
竃
プ
リ

ン
ト
』
・
『税
制
改
革

に
関
す

る
財
務
省
報
告
』
・
イ
ぎ

ス
の

『
ー

ド
報
告
」
食

、
税
製

革

の
基
本
的
文
献

は
、
す

べ
て

ハ
　
　

こ
の
問
題
を
中
心
課
題
と
し

て
扱

っ
て
い
る
。
」

「
一
九
七
〇
年
代
後
半

の
支
出
税

の
ル
ネ
サ

ン
ス
以
来
、
す

な
わ
ち
直
接
税

タ
イ
プ
の
消
費

ベ
ー

ス
課
税
論

が
有
力
な
租
税
論

の
地
位

を
占
あ

る
よ
う

に
な

っ
て
以
来
、
従
来

の
直
接
税
か
間
接
税

か
と
い
う
選
択
か
ら
、
所
得

ベ
ー
ス
課
税
か
消
費

ベ
ー
ス
課
税

か
と

い
う
課

税

↑

ス
の
選
択
が
租
税
論

に
お
い
て
も
・
ま
た
税
制
改
革
論

に
お

い
て
も
・
嚢

な
論
争
点

に
な

っ
て
き
ま
麺

.

「
支
出
税
構
想

の
登
場

に
よ

っ
て
、
伝
統
的
な
直
間
分
類

と
税
体
系
論

の
有
効
性

は
大
き
く
低
下
し
た
と

い
え
る
。
現
実
的
な
税
制
論
議

で
は
直
間
比
率
論

が
な
お
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
と

は
い
え
、
租
税
論

お
よ
び
税
制
論

の
中
心

は
、
所
得
課
税
と
消
費
課
税

の
分
類

に
立
脚
し
た
課

　
　

　

税

ベ
ー
ス
お
よ
び
課
税
方
法

の
選
択

に
移

り

つ
つ
あ
る
」
。

「
租
税
論

・
税
制
論

の
基
本
的

な
考
え
方
、
特

に
今

日
の
税
制
改
革

の
方
向
づ
け

に
お
い
て
鼎
立
状
況

に
あ
る
所
得
ベ
ー
ス
課
税
論
、
消

　
　

　

費

ベ
ー

ス
課
税

論

、

お

よ
び

最
適

課
税

論

・:
」

等

々
。
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そ

の
内

容

や
範
囲

か

ら

い

っ
て
も
戦

後

期

の

一
時

期

を

画
す

る
と

い

っ
て
も

過
言

で
は
な

い
税

制

の
抜
本

的
改

革

が
、

新

た
な
国

際
的

潮

流

と
な

っ
た

こ
の
時

期

に
、

こ
う
し

た

再
評

価

の
動

き

が
顕
著

に
な

っ
た
背

景

な

い
し

理
由

は
、

い
ろ

い
ろ
指
摘

し

う

る
が
、

な

ん
と

い

っ
て
も
最

大

の
も

の
は
、
先

進

資

本
主

義

(国
家
独
占
資
本
主
義
)
各
国

が
、
お

し

な

べ
て
経
済

の
低

成
長

と
長
期

の
財

政

危
機

に
見

舞

わ

れ

、

そ
れ
を

克

服
す

る
た
め

に
、
国

家

に
と

っ
て
安
定

的

な
税

収

確
保

(そ
れ
に
よ
る
財
政
赤
字

の
解
消
と
経
済
発
展

へ
の
テ

コ
入
れ
)
の
必

要

に
強

く
迫

ら

れ

た

こ
と

に
あ

っ
た

と

い

っ
て
よ

い

で
あ

ろ

う
。
税
制

の
抜
本

的

改
革

と

い
う
国
際

的

動

向

そ

の
も

の
も

・
基

本
的

に
は
・

そ

う
し

た
国

家

の
要

請

に
応

え

よ
う

と
す

る
も

の
で
あ

っ
た

と

い

っ
て
よ

い
。

も

と
も

と
歴

史

的

に
い

っ
て
、

包
括

的

所
得

税

の
提

唱

そ

の
も

の
が
、
提

唱
者

の
母
園

た

る

ド
イ

ツ
、

ア

メ
リ

カ

の
当

時

の
歴
史

的
特

殊
躍

を

薔

で
は
反
映

し
て
い
る
と
は
い
・え
、
禁

的

に
は
、
「
帝
国
義

(独
占
葉

セ
義
)
段
階

の
国
家
財
政
霧

拡
大

の
要
求

に
適

合
す

る
」
客
観
的
性
格
を
も

つ
も

の
で
あ

.
た
。
そ
れ
は
、
近
代
経
済
学

に

巖

に
伝
来

の

三

位

一
体
」
的
覆

謝

の
い
わ
ば
極
致
と

も

い
う

べ
き
純

資

産

(な
い
し
経
済
力
)
増

加
説

に

の

っ
と

っ
て
、
従

来

の
所

得

概

念
を

拡
張

し
、
課
税

ベ
ー

ス
を

で
き

う

る
か
ぎ

り
・
「
包

括

的

」
に
拡

大

す

る
意
図

を

も

つ
も

の

で
あ

っ
た
か

ら

で
あ

る
。
ま

た
、
支
出

税

の
提
唱

も
、
「
斜

陽
帝

国

イ
ギ

リ

ス
の
現
実

を
背

景

と
し
、

新
し
い
資
本
落

手
段
と
し
て
の
税
制
の
利
用
を
説
む

鮮

で
あ
り
・
そ
れ
に
よ
る
税
収
の
安
定
的
覆

と
国
家
に
よ
る
経
済
的
テ
コ

入
れ

の
強
化

に
よ

っ
て
、

イ
ギ
リ

ス
帝
国

の
再
興
を
客
観
的

に
意
図
す
る
も

の
で
あ

っ
た
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
意
味

で
、

「
包
括
的
所
得

税
」

に
し
ろ

「支
出
税
」

に
し
ろ
、
時

の
資
本
主
義

の
歴
史
的
発
展
段
階
な
ら
び

に
そ
こ
に
お
け
る
国
家
財
政
に
と

っ
て
、
特
徴
的
な

一

属
性

を
な
す

「
高
価
な
政
府
」

の
出
現
と
そ
れ

に
見
合
う
税
収

の
増
大
、
確
保
と

い
う
国
家

の
要
請

に
歴
史
的

に
よ

く

マ
ッ
チ
す

る
性
格

の
も

の
で
あ

っ
た
。

,」
・つ
し
た

国
家

の
要
請

は
、
国

家

独

占
資

本

主
義

(近
代
経
済
学
流

に
い
え
ば

混

合
経
済
L
な
い
し

三

重
灘

L
)
と

し

て
の
現

代

で
は
・

一
般

的

に

い

っ
そ
う
強

ま

る

こ
と

は

い
う

ま

で
も

な

い
。

し
か

も
加

え

て
、

ほ
ぼ

一
九
七

〇
年

代

後
半

以

降
、

ケ
イ

ン
ズ
流

の
総

需
要

管
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理
政

策

(
フ
ィ
ス
カ
ル
ポ
リ
シ
ー
)
の
破

綻

に
よ

っ
て
、
「
双

子

の
赤
字

」

に
悩

む

ア

メ
リ

カ

の
み

な
ら
ず

、
国

際

的
規

模

に
お

い

て
、

↑

年

以

上

に
及
ぶ
長

期

の
財

政
危

機

つ
ま

り
財

政
収

支

の
長

期

に
わ
た

る
悪

化
傾

向

が
同
時

進

行

し

(現
在
で
も
実
質
的

に
は
な
お
解
消
さ
れ
た
と

は
い
え
ず
、
慢
性
化
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
)
、
こ
の
た

め
各
国

と

も

に
、
抜
本

的

で
安

定

的
な

税

収
確

保

の
必
要

に
と

り
わ

け
強

く
迫

ら

れ

る

こ
と

に
な

っ(妃
。

こ

こ
に
、

も
と

も
と

「
帝

国

主
義

(独
占
資
本
主
義
)
段

階

の
国

家
財

政
需

要

拡
大

の
要

求

に
適

合
す

る
」

包
括
的

所

得

税
や
支
出
税
が
、
今

日
新

た

に
再
評
価
さ
れ
ー
ー

そ
し

て
同
時

に
、
抜
本
的
な
税
制
改
革
が
国
際
的
潮
流
と
な
る
1

最
大

に
し

て
第

一

の
背
景

な

い
し
理
由

が
あ

っ
た

と

い

っ
て
よ

い

で
あ

ろ
う
。

新

た
な
再

評
価

の
第

二

の
背
景

な

い
し
理
由

と
考

え
ら

れ

る

の
は
、

現

代

に
お

け

る
国
家

独
占

資
本

主
義

の
成
熟

の
も
と

で
、
独

占

資

本

の
経

済
的

支
配

力

(寡
占
体
制
)
の
傾
向

的
強

化

、
国
家

の
経

済

的
介

入

(と
り
わ
け
こ
▼」
で
は
、
社
会
保
障
や
産
業
補
助
金
な
ど
)
の
傾
向

的

深
化
・
資
本

(所
得
)
の

「物
偽

」

の
高
度
化
と
イ

ン
フ
レ
の
恒
常
化
等

が
ま
す
ま
す
進
行
し
、
そ
の
結
果
、
「
所
得
源
泉

の
多
様
化
」

(実

現

ベ
ー

ス
、
発
生

ベ
ー

ス
を
含
む

キ

ャ
ピ

タ

ル

・
ゲ
イ

ン
を
始

め
と
す

る
資
産
所
得

の
膨
張
と
多

様
化
、
移
転

.
振

替
所
得

の
増
大

、
法
人
所
得

の
内

部
留
保
と
配
当

へ
の
分
化
な
ど
)
や

「分

配

構
造

の
複
権

」
(同

扁

税
者
に
よ
る
複
数
所
得

の
取
得
、
イ

ン
フ
レ
に
よ
る
所
得
減
価
や
資
産
価
幣

再
評
価
益
ー
の
膨
張
、
独
占
価
格
を

つ
う
じ
る
租
税
転
嫁
な
ど
)
が
、

い

っ
そ
う
進

ん
だ

こ
と

で
あ

る
。

そ

の
た
め

に
、
従
来

の
ま

ま

の
税

制

で

は
、
課

税

ベ
ー

ス
を

十
分

に

「
包
括

」
し
き

れ

な

い
と

い
う
問

題

や
、

い
わ

ゆ

る

「
二
重

(重
複
)
課
税

」

の
問
題

等

が
ま
す

ま
す
発

生

す

る

に

い
た

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

ま

た
第

三

に
、

現
代

に
入

っ
て
ま

す

ま
す

そ

の
傾
向

を
強

め

つ

つ
あ

る
と

い

っ
て
よ

い

「高

価

な
政

府
」

と
、

そ
れ

に
対

応

し

た
租
税

負

担

の
著

し

い
増
大

を
背

景

に
し

て
、

負
担

の
不

公
平

先

の
第

二

の
理
巾

が
、

こ
の

こ
と
を

い

っ
そ
う
増

幅

1
ー

に
た

い
す

る
不

満

が
、

国

民

の
各
階

級

・
階
層

か

ら

そ
れ

ぞ
れ

に
著

し

く
高

ま

っ
て
き

た

こ
と

で
あ

る
。

な

か

で
も

、

そ

の
中

心

を
な

す

の
は
、
所

得

税

の
大

衆
課

税
化

、

間
接

消

費
税

の
拡

充

等

に
よ

る
勤

労

国
民

へ
の
重

課
税

で
あ

る
。

こ
う
し

た
新

た
な
状

況

の
変
化

な

い
し
進
展

に
対

応
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す

る

う

え

で
、

包

括

的

所

得

税

や

支

出

税

の
構

想

は
、

後

述

す

る

と

お

り

、

理

念

的

に

よ

く

マ

ッ
チ

す

る
、

あ

る

い

は

好

都

合

な

性

格

や

内

容

を

内

包

し

て

い

た

と

い

っ
て

よ

い

で
あ

ろ

う
。

(
1
)

Z
・
国
騨
匡
。
『
"
》
⇔
国
×
℃
①
ロ
臼
↓霞

Φ
↓
即
×

噛
一
ゆ
q
仰

(時
子

山
常

∴
.郎
訳

『
総
合
消
費

税
』
、

東
洋
経
済
新

報
社
、

一
九

六
三
年
)
。

(
2
)

ρ

<
。
コ
の
。
7
§

・
。
①
「
国
翼

。
雪

Φ
喜

&

hh
巨

畠

鰻
ぎ

雪

霧

聾

Φ
円

。・
①
尋

ρ
ミ

§

ミ
§

き

』
α・
」

。・
衷

・
江

。・
ゆ
①
.

(
3
)

即

竃

・
=
帥
面
・
↓
9

0
0
訂
8

艮

9

ぎ
8

ヨ
ρ

国
8

コ
o
ヨ

貯

9
旨
O

い
Φ

αp
巴

〉
ω
O
①
o
β

↓
9

閏
①
9

「
巴

ぎ

8

∋
Φ
↓
山
朗

お
ト。
一
・
(沁
器

織
§
αq
恥
§

艦書

肉
6
。
謡
。
§
帆偽
恥
◎
＼
寄

旨
貸
勘
。
§

一
り
紹

・)
・
工
・
○

憩
ヨ
o
口
Q巾
"
恕

携
o
嵩
ミ

き

8

§
鳴
ぎ

8
ミ
ざ
謎
噛
↓
び
Φ
q
三

く
興
玖
曙

o
暁
〇
三
〇
山
ゆ自
o
勺
「
Φ
ω
on
藁

O
ω
o◎
●

(
4
)

佐

藤

進

『
現

代

税

制

論

』
、

日
本

評

論

社

、

七

六

、

一

一
八

、

=

一〇

頁
。

(
5
)

¢
・
ω
・
u
Φ
。
鋤
贋
欝

Φ
・
8

霧

Φ
↓
「
①
婁

望

寒

魯
適
ミ
魯

高

亀
旨

寄

誌

§

§

』

.
ω
ゆ
。
。
<
Φ
∋

ヨ
Φ
巨

℃
量

話

○
穿

£

㊤
謡

(
支
出
税
・

ア

メ

リ

カ

)
。

隷

8
沁
§

§

尋

、
寄

賊§

鳴
鴇

・
敦

§
b
鳶
9
遣

自
嵩
織
肉
6
0
謡
o
§
蹄

O
さ
建
ミ
、
ミ
偽
↓
越
自
軌
費
遷

b
魯

黛
「
馬§
偽
ミ

沁
§

o
註

き

ミ
鳴
寒

も。
ミ
鳴
謡
斜
く
o
ド

一1
ω
.
d
.

ω
・
O
O
<
o
ヨ

ヨ
Φ
葺

勺
「
貯

鉱
コ
oq
O
塗

。
ρ

お
。。
偽

・
(包

括

的

所

得

税

、

ア

メ

リ

カ
)
。

§

⑪
要

『
爲
6
、黛
蕊

§

戚
肉
〔さ

§

ミ

b
帖鳶
黛

寄

訣
ミ
帖§

、
沁
愚

o
ミ

ミ
ざ

O
o
§
ミ
ミ

禽

尋

ミ
越
織

婁

寒

跨
ミ

、

肉
.
さ

鼠

画

一
鷲

。。
む
(
支

出

税

・

イ

ギ

リ

ス

)
。

沁
§

。
、
、
ミ

.、書

沁
ミ

ミ

O
o
§
§
騎
甑
§

§

寄

8
ミ
帆§

圖
く
o
一」

ム

噛
O
¢
Φ
Φ
口
.。。
勺
ユ
葺

Φ
「
藁

潔

①
・
(
包
括

的

所

得

税

、

カ

ナ
ダ

)
。

Qり
・
○
・
ピ
。
島

ロ
・
書

越

。。
防
賊噴
鳴
ξ

鳴
嵩
息
ミ

越

ぎ

鞍
ーム
蕊
》
、萄
§

ミ
賊竃

～
、
』

肉
魯

o
ミ

ミ

ミ
鳴
N
も
鵡

O
o
鮭
鴨
§

§
鳴
ミ

6
0
ミ
§
軌。。鴇
o
謡

o
隷

寄

8
ミ
ざ
§

賦

σ
碧

閏
曾
訂
σq
」

零
の

・
(
支
出
税

、

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
)
。

な
お
、
関
連

す
る
個
人
論

文

.
著
書

に

つ
い

て
も
、
貝
塚

啓
明

ほ
か
編

、

シ
リ

ー
ズ
現
代
財

政
、
第

二
巻
、
『
税
制

改
革

の
潮
流

』
、

二
八

～
三
〇
頁

に
紹
介

が
あ

る
。

(
6
)

(
7
)

(
8
)

(
9
)

(
10
)

野

口
悠

紀
雄

『
現

代

日
本

の
税
制
』
、
有
斐

閣
、
九

四
頁
。

宮
島
洋

『
租
税
論

の
展
開

と

日
本

の
税
制

』
、

日
本
評
論
社

、

二
九
七

頁
。

前
掲
、
貝
塚

啓
明

ほ
か
編

『
税
制

改
革

の
潮

流
』
、
第

二
巻
、

三
頁
。

同
右

、

二
七

～
二
八
頁

。

佐
藤

進
、
前
掲
書

、

一
二
〇
頁
。

も
と
も
と
所
得

税

そ

の
も

の
が
、

そ

の

「
多
収
性

」
と

い
う
点

で
、

「
帝
国
主
義
段

階

の
経
費
膨
張

に
も

っ
と
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も

よ
く
対
応

す

る
租
税
」

で
あ

っ
た

(同

、

一
一
一
頁

)
。

な
お
、
小
林

晃

『
財
政
学

要
説

』
、

(
11
)

K

・
マ
ル
ク

ス

『
資
本

論
』
、

岩
波
版

、
第
三
巻
、
第

一
.部
、

一
〇

一
七
頁

以
下
参

照
。

(
12
)

佐

藤
進
、

前
掲
書
、

七
七
頁
。

(
13
)

マ
ス
グ

レ
イ
ブ

『
財
政
理
論
』

(木

下
和
夫
訳
)
、

1
、

一.一な

ら
び

に
三
七
頁
。

(
14
)

前
掲
、

拙
著
、
第

二
章

1
、
第

四
章

V
、
第
五
章

V
、
参
照

。

(
15
)

前
掲

『
資
本
論

』
、

(注
)

11
参
照

。

(
16
)

前
掲
、
『
シ
リ

!
ズ
現
代
財
政
」
、

第

二
巻
、

八
頁
。

二

再
評
価
論
の

[
般
的
特
徴

税
務
経

理
協
会
、

、
一〇
三
～

二
〇
八
頁
も
参

照
。

だ

が
、

こ

の
よ
う

な
背

景

な

い
し

理
由

に
も

と

つ
く
占

い
租

税
論

の
今

日
的

再

評

価
と
、

そ
れ

を
め

ぐ

る
議

論

を
少

し

フ
ォ

ロ
ー
し

て

み
る

と
、

理
論

的

に
前
進

の
方
向

と

い
う

よ
り

は
、

む
し

ろ

"重
箱

の
隅

を
揚
枝

で

つ
つ
く
"

よ
う

な
傾
向

に
ー
ー

こ
の
意

味

で
、

理
論

的

に
非

生
産

的

で
不
毛

な
領

域

に

ま

す
ま

す
落

ち
入

り

つ

つ
あ

る
よ

う

に
思

わ
れ

る
。
議

論

が
木

目

細

か

に
な

る

こ
と
自

体

は
、

む

ろ

ん
非

難

さ

れ

る

べ
き

こ
と

で
は
な

い
。
し
か

し
、
細

か

に
な

れ
ば
な

る
ほ
ど
、
理

論
的

に
前

進

し

た
と

は
必

ず
し

も

い
え
な

い
し
、
往

々

に
し

て

"木

を
見

て
森

を

見

ず
"

の
状

況

に
陥

り

が
ち

で
あ

る
。

い
た
ず

ら

に
細

部

に
目

を
奪

わ

れ

て
、

そ

の
う

ち

に
事

の
大
本

を

見
失

い
・

あ

る

い
は
そ

れ
を
曖

昧

化

に
す

る
結

果

に
し

ば

し
ば

な

り
が

ち

で
あ

る
。

提

唱
当

時

に
比

ら

べ
議
論

が
詳
細

に
な

っ
た
か

わ

り
、

理

論

的

に
は
か
え

っ
て
不
毛

牲

を

増
大

さ
せ
、

あ

る

い
は
議
論

を

い
た
ず

ら

に
カ

オ

ス
に
導

い

て

い
る
よ
う

に
思

わ
れ

る
。
包

括

的
所

得

課

税

か
支

出

課
税

か

を

め
ぐ

る
両

方

の
論
者

た
ち

が
、

そ
れ

ぞ

れ
自

己

の
理
論

的

正
当

性

を
言

い
張

る

の

に
性

急

な
あ

ま

り
、
議

論

が

い
わ

ば

ひ
と

り
歩

き
し

、
そ

の
結

果

い
よ

い
よ
も

っ
て

「
三
位

一
体

」
的

所
得

(収
入
)
論

の
迷

路

の
深

み

に
は
ま

り
込

み

つ
つ
あ

る

よ
う

に
思

わ

れ

る
。
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再
評
価
論
争

の
積
極
的
意
義
を
承
認
す
る
あ
る
論
者
も
、

こ
う
述

べ
て
い
る
。

「
石
油

シ

ョ
ッ
ク

(第

一
次

二

九
七
三
年
、
第
二
次

・
一
九
七
九
年
)
以
降
、
政
府

の
失
敗
が
目
立
ち
始
め
た
の
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し

て
・

と

い
う
よ
り
、
政
府

へ
の
非
難
が
当
時

の
税

の
柱
、
所
得
課
税

へ
の
批
判

に
発
展
す
る
形

で
、
所
得
対
消
費

の
論
争
が
大
蔵
省

(ま
た
は
財

務
省
)、
実
務
家
、
学
者
を
ま
き

こ
ん
で
世
界
的

に
起

こ
り
ま
し
た
。
た
だ
論
争

と
い
う

の
は
、
と
も
す
れ
ば
態
度
と
声

の
大
き

い
人
だ
け

が
発
言
を
独
占
し
た
り
、
自
分

の
欠
点

は
棚

に
上
げ

て
他
人

の
欠
点
ば
か
り
攻
撃
し
た
り
、
理
想

の
姿

の
自
分
と
現
実

の
姿

の
他
人
を
平

気

で
比
較
し
た
り
、
と

に
か
く
相
手
を

い
い
ま
か
せ
ば

よ
い
と
い
う
不
愉
快
な
雰
囲
気

に
な
り
が
ち

で
す
。

所
得
対
消
費

の
論
争

に
も
、

そ
う
し
た
面
が
な

い
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
と
く

に
支
出
税
が
消
費
課
税

の
代
表
に
な
る
と
、
実
際

に
は
存

在
し
な
い
税

で
す
か
ら
、
ど
う
し

て
も
理
想
像
を
語
り
が
ち

で
す
。
そ
れ

に
た
い
し

て
、
現

に
存
在
す

る
所
得
課
税

は
長

い
間
政
治

の
荒

波

に
翻
弄
さ
れ
、
手
垢

に
ま
み
れ
た
現
実

の
姿

で
す
か
ら
、

こ
の
両
者

の
直
接

の
比
較
は

フ

ェ
ア
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
と
い

っ
て
、
支

出
税

の
現
実

の
姿

は
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
所
得
対
消
費

の
論
争
を

フ

ェ
ア
に
紹
介
す
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
の
焦
犯
」
。

み
ら
れ
る
と
お
り
、
論
者

は
、

一
方

が

「
実
際

に
は
存
在

し
な
い
理
想
像
」

の
立
場
か
ら

の
提
起
、
他
方

が

「
長

い
間
政
治

の
荒
波

に

翻
弄
さ
れ
た
現
実
」
像

の
立
場
か
ら

の
提
起

で
あ
る
た
め
に
、
両
論
噛

み
合

い
に
く

い
性
格
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
主
な
理
由
と
し

て
、

再
評
価
論
争

に
み
ら
れ

る
理
論
的
不
毛
性

の

一
面
を
承
認

さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
論
者
自
身

の
告
白
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
と
お
り

ー

ー
そ
し

て
、
そ
れ
に
対
す
る
筆
者

の
疑
問
と
批
判

は
後
述
す

る
が
i

、
包
括
的
所
得
税
か
支
出
税

か
を
め
ぐ
る
昨
今

の
再
評
価

の
議

論

と
論
争

は
、
相
互

に
十
分
噛

み
合

わ
ず
平
行
線
を
た
ど
る
傾
向
を
多
分

に
も

つ
だ
け

で
な
く
、
租
税
論
や
税
制
論

の
大
本
か
ら
ま
す
ま

す
離

れ

て
、
い
た
ず
ら

に
細
部

へ
の
め
り
込
み
、
こ
の
結
果
、
い
わ
ば
理
論

(理
屈
)
至
上
主
義
的

な
傾
向
に
多
分

に
落
ち
入

っ
て
い
る
よ

う

に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し

て
、
理
論
的

に
前
進
的
な
成
果

よ
り
は
、

む
し
ろ
後
退
的

で
非
生
産
的
な
傾

向
を
強
く
帯
び

て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ

る
。
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そ
れ

ば

か

り
か
、

議
論

と
論
争

の
こ
う
し

た
性

格

も

あ

っ
て
、
政

策

実

践
的

に
み

て
も
有

効

性

に
乏

し

い
議

論

と

な

っ
て
い
る
。

と

い

う

の
も

、
「
所
得

税

か
支

出

税

か

と

い
う
問
題

は
、
税

制
改

革

論
議

に
お

い

て
も
最
重

要

な

も

の
と

し

て
議

論

さ

れ
」
、
「
租
税

論

お

よ
び
税

制

論

の
中

心
」
と

な

り
、
「
租

税
論

に
お

い

て
も
、
ま

た
税
制

改
革

論

に
お

い

て
も
、
主
要

な
論

争

点

と
な

っ
て
」
(前
節

の
注
の

(6
)、
(7
)、

(
8
)
)
い
た

は
ず

な

の
に
、
実

際

に
は
、
そ

の
理
念

や
構

想

が
、
八
～

九

〇
年

代

に
か
け

て
の
国

際

的
規

模

の
税
制

抜

本
改
革

に
生

か

さ
れ

た
痕

跡

は

ほ
と

ん
ど

な

い
と

い

っ
て
も
過

ズ日
で
は
な

い
か

ら

で
あ

る
。

た

と
え
ば

、
包

括

的
所

得

税
論

に
関
し

て
は
、
強

い

て
い
え
ば
、

キ

ャ
ピ

タ

ル

・
ゲ

イ

ン
な

ど
資

産
所

得
優

遇
措

置

の

一
部
廃

止

に
よ

る
課

税

ベ
ー

ス
の
拡

大

等
、

部
分

的

に
生

か

さ
れ

た
と

い
え

る

に
す

　
　

　

ぎ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
「
純
粋
な
意
味

で
の
包
括
的
所
得
税
は
、
税
制

の
歴
史
上

一
度

も
実
現
し
た
こ
と
が
な

い
」
。
ま
た
支
出
税

に

つ
い
て
は
、

一
九
五
〇
年
代

か
ら
六
〇
年
代

に
か
け
て
、
後
進
国

イ

ン
ド
と

セ
イ

ロ
ン
で
実
験
的

に

一
時
導
入
さ
れ
た
の
み
で
、
直
ち
に

廃
止
さ
れ
、
提
唱
国
イ
ギ

リ

ス
は
も
ち

ろ
ん
、
先
進
国

で
は
こ
れ
ま
で

一
度
も
実
在
し
た

こ
と
が
な
い
。
今
次

の
抜
本
税
制
改
革

に
お

い

て
も
同
様

で
あ
る
。

論
者

は
、

そ
の
理
由

に
関
連
し

て
次

の
よ
う

に
述

べ
て
い
る
。

「
わ
が
国

の
消
費
税
導
入
を
軸
と
し
た
抜
本
改
革

や
土
地
税
制

の
議
論
、
諸
外
国

に
お
け
る
注
目
す

べ
き
税
制
改
革

の
動
き
は
、
経
済
的

状
況
、
社
会
的
環
境
、
政
治
的
条
件
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
実
際

に
は
決
定

さ
れ
、
本
論

で
紹
介
し
た
よ
う
な
租
税
論
や
税
制
論

(包

(
3

)

括
的
所
得
税
、
支
出
税
論
…
引
用
者
)
は
む
し

ろ
背

景

に
退

い

て
い
る
」
。

つ
ま

り
、
税

制

の
抜

本

的
改

革

は
、

「
経

済
的

状

況
、

社
会

的

環
境

、

政
治

的
条

件

な
ど

さ
ま
ざ

ま
な
要

因

か

ら
実
際

に
は
決
定

さ
れ
」

る
た
め

に
、
包

括
的

所

得
税

か
支
出

税

か

を
め

ぐ

る
租
税

・
税

制

論

は
、
「
む

し

ろ
背

景

に
退

い
」
た

と

い
う

の

で
あ

る
。
は
た

し

て
、

そ

う

い

っ
て
済

ま
さ

れ

る

の
か
ど

う

か
。

た
し

か

に
、

い

つ
の
場

合

も
、

現
実

の
税

制
改

革

は
、

税
財

政

問
題

が
本
来

も

つ

一
般
的

特
徴

か

ら
し

て
、

そ

の
時

々

の
経
済

社

会
情

勢
、

国

民
生

活

の
実

態
、

国

民
意

識

の
動

向
等

に
規

定

さ

れ

つ
つ
、
最

終
的

に
は
政
治

的

に
決

着

さ
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れ

る
。

よ
り
厳
密

に
い
え
ば
、

そ
の
時

々
の
労
資

の
力
関
係

に
よ

っ
て
、

そ
し
て
そ
の
政
治
的
反
映
た
る
諸
政
党
間

の
力
関
係

に
よ

っ
て

決
着

さ
れ
る
。

こ
の
意
味

で
は
、
理
論
的
問
題

は
多
か
れ
少

な
か
れ
、
現
実

の
税
制
改
革

の

「
背
景

に
退
」
く

こ
と
も
確
か

で
あ
る
。

し
か
し
、
今
次
八
～
九
〇
年
代

の
税
制
抜
本
改
革

に
お

い
て
、

そ
の
理
論

の
客
観
的
性
格
上
、
本
質
的

・
基
本
的

に
は
体
制
側

の
立
場

に
た

っ
た
租
税

.
税
制
論

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
も

「
税
制
改
革
論
議

に
お

い
て
最
重
要
な
も

の
と
し

て
議
論

さ
れ
」
た

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
実

に
は
そ

の
改
革

の

「
背
景

に
退
」
き
、

ほ
と
ん
ど
生
か
さ
れ
ず
に
終

っ
た

の
は
、
す

で
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
包
括

的
所
得
税
か
支
出
税
か
を
め
ぐ

る
再
評
価

の
議
論
と
論
争
そ

の
も

の
が
、
財
政
当
局

に
と

っ
て
す
ら
実
際
的

に
著

し
く
活
用
困
難
な
ま

で

に
、
不
毛

で
非
生
産
的
な
領
域

に
の
め
り
込
ん
だ

こ
と
に
よ
る
と
言

っ
た
方
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

結
論

を
先
走

っ
て
い
え
ば
、
昨
今

の
再
評
価

の
論
議

に
み
ら
れ
る
論
法
上

の
特
徴

は
、
所
得

ベ
ー
ス
課
税
か
そ
れ
と
も
支
出

ベ
ー

ス
課

税
か
、

い
ず
れ
か

一
方

に
課
税

べ
!
ス
を
す

べ
て
集
約
す

る
の
は
本
来
無
理

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
理
矢
理
に
二
者
択

一
的

に
、

い
ず
れ

か

↓
方

に

い
わ

ば

一
元
的

に

「
包

括
」

し

よ
う
と

す

る
点

に
あ

る
。

そ

の
た
め

に
、
包

括
的

所

得
税

に
せ

よ
支
出

税

に
せ
よ
l

I

提

唱

当

初

は

一
定

の
積

極

性

を
も

っ
て

い
た
と

い

っ
て
も

よ

い
が

、

議

論

と
論
争

を

つ
う

じ

て
、

そ
れ
ら

が

"精

緻
"

化

さ

れ
れ

ば

さ
れ

る

ほ
ど
、

理
論

的

に

は
ま
す

ま
す

不
毛

性

と
混

沌
性

を

増
大

さ

せ
、

実

際
的

に
は
ま

す

ま
す
実

務

上

の
煩
雑

性

と
困
難

性

を
増

大

さ

せ
、

し

た
が

っ
て
ま

た

一
般

国

民

に
と

っ
て
、

ま
す

ま
す

理
解

し
が

た

い
も

の

租
税

論

な

ら
び

に
税

制

は
、

国
民

に
と

っ
て

で
き

る

だ

け
理
解

し

や
す

い
こ
と

が
、

財
政

民
主

並
義

の
重
要

な

一
要

件

で
あ

る
ー

と
な

っ
て
い

る
よ
う

に
思

わ

れ

る
。

論

者

た
ち

に
よ
れ

ば
、
所

得
、
消
費

、
資

産

を

課
税

ベ

ー

ス
と
す

る
従

来

の
、

い
わ
ば

オ

ー

ソ
ド

ッ
ク

ス
な
論

法

は
、
「
経
済

理
論

、
租

税

論

の
観

点

か

ら
す

る
と
、

基

礎
的

概

念

の
誤
解

に
基

づ

い

て
お

り
、

意

味

不
明

」

だ
と

い
う
。

「
課

税

ベ
ー

ス
の
選
択

、

す

な

わ
ち
、

『
所
得

税

か
支
出

税

か
』

と

い
う
問
題

は
、

税
制

に
関

す

る
最

も
基
本

的

な
問

題

で
あ

る
。
諸

外

国

の
税

制
改

革
論

議

に
お

い

て
は
、

こ

の
問
題

が
最
重

要

の
も

の
と
し

て
議

論

さ

れ

て
お

り
、

ア
メ

リ
カ

の

『
税
制

改
革

の
ブ

ル
ー
プ

リ
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ン
ト
』
、
『
税

制
改

革

に
関
す

る
財

務
省

報

告
』
、
イ
ギ

リ

ス
の

『
ミ
ー
ド
報
告

』
な

ど
、
税
制

改
革

の
基

本

的
文

献

は
、
す

べ
て

こ
の
問
題

を
中

心

課
題

と

し

て
扱

っ
て

い
る
。

し

か

し
、

日
本

で
は
、

こ

の
問
題

は

こ
れ
ま

で
あ

ま

り
重
視

さ
れ

て

こ
な

か

っ
た
。

例

え
ば

、
今

回

の
税

制
改
革

は
、
基

本
的

哲

学

と

(
4

)

し

て
、
『
所

得

・
消

費

・
資

産
等

の
間

で
バ

ラ

ン
ス
の
と

れ

た
税

体
系

を
構

築

す

る

こ
と
』
を

う
た

っ
て
い
る
。
い
く

つ
か

の
異

な

る
考

え

を
並

べ
、
『
い
ず

れ

に
も
偏

る

こ
と

な
く
中

庸

を

と

る
』
と

い
う

の
は
、
日
本

社
会

で
よ
く

み
ら

れ

る
問

題

解
決

の
方

法

で
あ

る
。

こ
の

ス

ロ
ー
ガ

ン
も
、

そ
う

し

た
発
想

か

ら
考

え

ら

れ
た

も

の
で
あ

ろ
う
。

し

か
し

、
経

済

理
論

、
税

理
論

の
観

点

か

ら
す

る
と
、

こ
の

ス

ロ
ー

(
5

)

ガ

ン
は
、
基
礎

的

概

念

の
誤

解

に
基

づ

い

て
お

り
、

意

味
不

明

な

の

で
あ

る
」
。

た
し

か

に
、
先

に
指
摘

し

た

よ
う
な

無

理
な
論

法

を

不
動

の
尺
度

と

し

て
固

執

す

る
立

場

か
ら

す
れ
ば

、
「意

味

不
明

」
や

「
誤
解

」
と

映

る
か
も

し
れ

な

い
。

し

か
し
、

政

府
税

調

答
申

の
内

容

を

そ

の
ま

ま
支
持

す

る

わ
け

で
は
な

い
が
、

所
得

、
消

費
、

資
産

を

主
要

な

担

税

力

(な
い
し
課
税
ベ
ー
ス
)
と

み
な
す

か

ぎ

り

に
お

い

て
は
、
普

通

に

「
経

済

理
論

、
租

税
論

の
観

点
」
(
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
立
場

に
か
ぎ
ら

ず
)
か
ら

し

て
必

ず

し
も
意

味

不
明

と

は
思

わ

れ
な

い
。

少

な
く

と
も
、

再

評
価

論
者

た
ち

の
議
論

よ
り

は
、

は
る
か

に
意
味

明

瞭

で
あ

る
。
勤

労

(労
働
)
所

得
、

資
産
所

得

、
事

業
所

得
、
法

人
所

得

等

か

ら
な

る
個
人

な

ら
び

に
法
人

の
所

得

(な
い
し
収
入
)、

そ

の
所
得

な

い
し
収
入

の
転
化

形

態

と
し

て

の
動

産

、

不
動

産

か

ら
な

る
資

産

(な

い
し
財
塵
)
、

さ
ら

に
所
得

や
資

産

の
実

現
形
態

と
し

て

の

(し
た

が

っ
て
、
こ
の
意
味

で
前
二
者

に
比
ら
べ
れ
ば
、
担
税
力
と
し

て
間
接
的
な
指
標

で
は
あ
る
が
)
消

費

な

い
し
支

出
ー
i
-
こ
れ

ら

い
ず
れ

も
、
担
税

力

の
指
標

と

し

て
、
あ

る

い
は
課
税

ベ

ー

ス
と

し

て
、

一
般

的

・
基

本

的

に
は
さ

ほ
ど
不

明
確

で
も
、
「
意
味

不

明
」
で
も

な

い
か

ら

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
、
所

得
、
消

費
、
資

産

を
基

本
的

・
中

心
的

な
担

税

力

の
指

標

(課
税
ベ
ー
ス
)
と
し

た
う

え

に
た

っ
て
、
最

大

で
中
心

的

な
租

税
原

則

と

い
う

べ
き

公
平

の
原

則

を
基

軸

に
、
各

課
税

ベ

ー

ス
間

の
整

合
性

の
と

れ

た
税
制

を
追

求

す

る

あ

る

い
は
、

そ
う

い

う
方

向

に
そ

っ
て
租
税

・
税
制

論

を
発

展

さ
せ

れ
ば

よ

い
、

と

い
う

の
が
筆

者

の
結

論

で
あ

る
。

そ
し

て
こ
の
方

が
、

理
論

的

に
も

よ
り
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明
白
か

つ
生
産
的

で
あ
り
、
実
際
的

に
も
よ
り
現
実
的

で
あ
り
、
ま
た
国
民

に
と

っ
て
も
よ
り
明
快
な
税
制

の
実
現
が
可
能
だ
と

い

っ
て

よ
い
。
問
題
は
、

そ
の
具
体
的
内
容

で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
点

の
詳
論

は
後

に
ま
わ
し
て
、
先
ず
は
支
出
税
と
包
括
的
所
得
税

の
や
や

(
6

)

具
体
的
な
内
容

の
検
討
と
批
判

に
移
る

こ
と

に
し
た

い
。

(
1
)

(
2
)

(
3

)

(
4

)

(
5

)

宮
島
洋

『
税

の
し
く

み
』
、
岩

波
書
店

、
五
六
頁
。

前
掲
、
宮
島

『
租
税
論

の
展
開
』
、

二

一
七

頁
。

前
掲

『
シ
リ

ー
ズ
現
代
財

政
』
、

第

二
巻

、
二
八
頁
。

政
府

税
制

調
査
会

『
税
制

改
革

に

つ
い
て
の
中
間
答
申

』
、

一
九
八
八
年

四
月
、

一
頁

。

野

口
、
前
掲
書

、
九

四
頁
。

な
お

こ
れ
は
、
前
渇

『
シ
リ
ー
ズ
現
代
財

政
』
、
第

二
巻

、

四
頁
ほ
か
、
こ
の
種

の
論
者
た
ち
に
共
通
す
る
主
張
で

あ

る
。

(
6
)

本
稿
冒
頭
に
挙
げ
た

+
最
適
課
税
」
論

の
検
討
と
批
判

に

つ
い
て
は
、
そ
の
理
論
的
性
格
上
、
租
税
原
則
…
ー

と
り
わ
け
中
立
性
と
公
平
性

に

つ
い
て
述

べ
る
次
稿

以
降

で
取
上

げ

る
予
定

で
あ
る
。

論

者

た
ち

に
よ
れ
ば

「
支

出
税
」
と

「
包
括
的

所
得
税
」
と
比

べ
た

「
最
適

課
税
」
論

の
特
徴

は
、
前

二
者

が
包
括
的
課
税

ベ
ー
ス
概
念

と
単

一
税

率

に
よ

る
課
税

を
主
張
す

る

の
に
た
い
し

て
、
後
者

は
、
課
税

対
象

の
個
別
的
特
徴

(
所
得

や
消
費

の
性
質

な
ど
)
に
応
じ

て
、
異
な
る
課
税
方
法

を

主
張

す
る
点

に
あ

る
と

い
う
。
そ

の
際

の

「
最
適
」
甚
準

と

さ
れ

る

の
が
、
課
税

の

「
中
立

性
」
(あ

る

い
は

「
資
源
配
分

の
効

率
性
」
、
「
経
済
効

果

・

効
率
性

」
)

で
あ

っ
て
、

そ

の
基
準

か
ら
す

れ
ば
、
勤
労
所
得

課
税

な
ら
び

に
生
活
必

需
品
課
税

に

つ
い
て
は
重

課

が
、
逆

に
資
産
所

得
課
税

な
ら
び

に
奢
修

品
課
税

に

つ
い
て
は
軽

課
が
、
「
最
適
」
な
課
税
方
法

だ
と

主
張

す
る
見
解

で
あ
る
。
前
掲

『
シ
リ

ー
ズ
現
代
財
政
』
、
第

二
巻
、
二
二
～

二
一二

頁
、
}
・
国
・
ω
鉱
αq
憂

N
b

。
o
口
o
慧

。
ω
o
=

冨

℃
¢
ぴ
一ざ

ω
①
9
0
『
b

コ
血
巴

」
㊤
。。
鱒

(藪
下
史

郎
訳

『
公
共

経
済
学

』
上
ド
、

マ
ク

ロ
ウ

ヒ
ル
、

一
九

八
九

年
。
第

紬
七
～

一
九
章

な
ど
参
照
。

三

い
わ
ゆ
る

「支
出
税
」
に
つ
い
て

e

基
本
的
な
理
念
と
課
税
パ
タ
ー

ン

直

接
税

と
し

て

の
支

出
税

(あ
る
い
は
総
合
消
費
税
)
の
基
本

的

な

理
念

と
課

税

パ
タ

ー

ン
は
、
ほ
ぼ
次

の
よ
う

に
要
約

で
き

る
。
す
な

わ
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ち
、
ω
支

出

(消
費
)
を

課
税

ベ

ー

ス
と
し
、
し

た
が

っ
て
、
②

財
貨

・
サ

ー
ビ

ス
の
購

入
額

の
総

額

を
課
税

標
準

と
し

て
、
㈹

そ

の
価
額

の
多

寡

に
応

じ

て
累

進

課
税

(
一
定

の
課
税
最
低
限
を
超
え
る
分

に
た
い
し

て
超
過
累
進
課
税
)
を
行

う

と

い
う
も

の

で
あ

る
。
消

費
課

税

で
あ

り
な

が
ら
、

こ
の
租

税

が
直

接
税

と

さ
れ

る
ゆ

え
ん

は
、

担
税

者

と
納

税
者

が
別
人

で
、
租

税
負

担

の
転

嫁

が
行

わ
れ

る
現

存

の
間
接

消

費

税

と
異

な

っ
て
、
納

税
者

各

人

が
業

者

か

ら
受

け
取

っ
た

レ
シ
ー

ト

の
集
計

に
よ
り
、
支
出

(消
費
)
総

額

と
税
額

を

算
定

し

て
、
申

告

納

税
を

行

う

し

た
が

っ
て
、

担

税
者

と
納
税

者

が
同

一
人

で
、
転

嫁

が

な

い
ー

と

さ
れ

て

い
る
た
あ

で
あ

る
。

し

か
し

現
実

問
題

と
し

て
、

こ
う
し

た
消

費
総

額

を
納

税
者

各

人

が
集
計

し
算
定

す

る

の
は
、

事

実
上

不
可

能

に
近

い
た
め
、

課
税

対

象

と

な

る
消

費

(支
出
)
額

は
、

消
費

(支
出
)
11
所

得
-

貯

蓄

と

い
う
定

式

に
よ

っ
て
算
定

替

え

を
行

う
と

さ
れ

て

い
る
。

一
般

に
各

人

の
消
費

(支
出
)
は
、
貯

蓄

分

を
控

除

し

た
所

得

の
残

額

が
充

て
ら
れ

る
と

い
う

理
由

か

ら

で
あ

る
。
そ
し

て
、

こ
れ

に
よ

っ
て
、

い

っ
さ

い
の
消

費

支
出

額

を
算

定

す

る
と

い
う
不

可
能

に
近

い
煩

雑

さ
を

避

け

て
、

貯

蓄
分

を

控
除

し

た
所

得

の
申
告

で
済

ま

さ

れ

る
と

い
う
理

由

か
ら

で
あ

る
。

な
お

、
控
除

さ
れ

る
貯

蓄
分

は
非

課

税

で
は
な
く

、
将
来

、

消
費
支

出

に
充

て
ら

れ

る
時

点

で
課
税

(
い
い
か
え
れ
ば
、

そ
の
時
点
ま
で
課
税
延
期
)
さ
れ

る
。

こ
れ
が
、

い
う

と

こ
ろ

の
支

出

税

の
基

本

パ
タ

ー

ン
で
あ

る
。

だ
が
、

す

で
に

こ
こ

に
問
題

が

あ

る
と

い
う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

と

い
う

の

は
、

こ
れ

が
支

出

税

の
基
本

パ
タ

ー

ン
だ

と
す

れ

ば
、

つ
ま

り

「
支
出

」
税

と

い

っ
て
も
、
結

局

は
貯

蓄
分

を

控
除

し

た
所

得

×
税
率

と

し

て
算

定

さ
れ

る
と

す

れ
ば
、
実

質
的

に

は
、
支

出

(消
費
)

課
税

と

い
う

よ
り

は
、
所
得

課
税

の

一
変

型

と

見
倣

す

こ
と
も

で
き

る
か

ら

で
あ

る
。

そ
う

で
あ

れ
ば
、
課
税

ベ

ー

ス
は
支

出

(消
費
)
か

所
得

か

と

い
う

よ
う

に
、

あ

え

て
二
者

択

一
的

に
問

題

を
設

定

す

る
必
要

は
必

ら
ず

し
も

な

く
、

同

じ
所

得

ベ
ー

ス
課

税

の
中

で

の
課
税

方
法

を

め

ぐ

る

一
議

論

と
見
倣

す

こ
と
も

で
き

る
か

ら

で
あ

る
。

こ
こ

に
も

、
支

出

課
税

と
所

得

課
税

の
ど

ち

ら
が
優

位

か
と

い
う
論

法

の
再
評

価
論

議

が
、

い
た
ず

ら

に
非

生
産

的

に
複
雑

化

す

る
理

由

の

一
つ
が
あ

る
。
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O

キ

ャ

ッ
シ

ュ

・
フ

ロ
i
方

式

(「
古
典
的
支
出
税
」
)

こ

の
よ
う

に
支

出
税

と

い

っ
て
も
、
実
際

に
は
消

費
支

出

を
直

接

の
課

税
対

象

と
す

る
も

の

で
は
な

く
、
事
実

上

は
所

得

(所
得
ー
貯
蓄
)

へ
の
課

税

に
等

し

い
と

い

っ
て
よ

い
の

で
あ

る

が
、

そ

れ

で
も

な

お
基
本

パ

タ

ー

ン
の
ま
ま

で
は
、

所

得

や
貯
蓄

の
定

義

が
大
雑

把

す
ぎ

て
、

現

実
的

な
課
税

ベ

ー

ス
の
算

出

に
難

点

が
伴

う
。

た
と

え
ば
、

貯
蓄

の
引
出

や
借

入
金

で
消

費

支
出

に
充

て
る
場

合
、

そ

の
引

出
し

た
貯

蓄

や
借

入

金

は

「
所

得
」

と

は

い
え
ず
、

ま

た
借

入
金

の
返

済

は
家

計
と

の
支
出

で
は
あ

っ
て
も

「
消
費

支
出

」

と

は

い
え
な

い
、

等

々
が

そ

れ

で
あ

る
。

そ

こ

で
、

こ

の
点

を
考

慮

に
入

れ

て
、

よ
り
実

際
的

な
消
費

支
出

額

の
算

定

替

の
方
法

と

し

て
採

り
入

れ
ら

れ

た

と

さ
れ

る

の
が
、

キ

ャ

ッ
シ

ュ

・
フ

ロ
ー

(現
金
出
納
)
方
式

で
あ

る

(な
お
、
前
述
の
ブ

ル
ー
プ
リ
ン
ト
や
ミ
ー
ド
報
告
で
は
、
適
格
勘
定
ま
た

は
登
録
勘
定
と
呼
ば
れ

て
い
る
)。

こ
れ

は

カ

ル
ド

ア
の
提
案

内
容

で
も
あ

り
、

論

者

た
ち

に
よ

っ
て

「
占
典
的

支

出
税

」

と
も

呼
ば

れ

て
い

る
も

の

で
あ

る
。

そ

れ
を
定

式

で
示
せ

ば
、
資

金

流
入

(現
金
収
入
)
額

ー
消

費
支

出

以
外

の
資
金

流
出

(現
金
支
出
)
額

11
消

費

支
出

額

と

な

る
。
資

金
流

入

(現
金
収
入
)
は
、
労

働

(勤
労
)
所

得
、
資
産

所

得

、
土

地
、
株

な

ど
資
産

売

却
収

入

(譲
渡
所
得
)
、
貯

蓄

の
引
出

額

、
借
入
金

か
ら

な

り
、

ま
た
控

除

項

目

と
し

て
の
資

金

流
出

(現
金
支
出
)
に
は
、

土
地

、
株

な

ど
資
産

購

入
、
貯

蓄

、
支
払

利

子
、
借

入
金

返
済

(元
本
分
)

が
含

ま

れ

る
。

こ

の
う
ち
、

資

産

売
却

と
借

入

金

は

マ
イ

ナ

ス
の
貯
蓄

、

逆

に
資

産
購

入

と
元
利

返
済

は
プ

ラ

ス
の
貯

蓄

と
見
倣

し
う

る

か
ら
、
結

論

的

に
は
、
所
得

か
ら
貯

蓄

を
控

除

し

て
、
課
税

ベ

ー

ス
と

し

て
の
消

費
支

出

額
を

算
定

す

る

に
等

し

い

こ
と

に
な

る
。
な
お
、

既

述

の
と

お

り
、
課

税

ベ
ー

ス
算

定

の
際

、
貯
蓄

は
控
除

さ
れ

る
が
非

課
税

で
は
な

く
、

い
ず
れ

貯
蓄

が
引
出

さ
れ

て

(あ
る
い
は
資
産
が

売
却
さ
れ

て
)
、

消
費

支

出

に
充

て
ら

れ

る
ま

で
課
税

は
延

期

さ

れ

る

(あ
る
い
は
消
費
支
出

に
充
当
す
る
時
点

で
課
税
さ
れ
る
)
。

こ
う

し

て
、

キ

ャ

ッ
シ

ュ

・
フ

ロ
ー
方

式

(適
格
勘
定
、
登
録
勘
定
)
も
、
基
本

的

に
は
、
前

述

日

の
基
本

パ

タ

ー

ン
を

一
応
踏

ま

え

た
も

の
と

な

っ
て
い

る
。
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こ
の
よ
う

に
、
キ

ャ

ッ
シ

ュ

・
フ

ロ
i
方

式

は
、
支

出
税

を
実

施

可

能
と

す

る
意
図

で
、
よ

り
実

際

的

な
課
税

ベ
ー

ス

(消
費
支
出
額
)

の
算
定

方

法

と
し

て
採

り
入

れ
た

と

さ
れ

る
も

の

で
あ

る
が
、

そ
し

て

一
見

そ

の
よ
う

に
み

え

る
が

、

し
か

し
少

し
く
検

討

し

た
だ

け

で

も

、
支

出

税

の
非

現
実

性

と
実

施

困
難
性

が
浮

彫

と
な

る
。

ま

ず
第

一
は
、
支

出

税

の
理
論
的

基
礎

と
も

い
う

べ
き
、

P

・
A

・
サ

ミ

ュ
エ
ル

ソ

ン
ら

に
よ

っ
て
展
開

さ
れ

た
と

さ

れ
る

ラ
イ

フ

・

サ

イ

ク

ル
仮
説

(=
h①O
《
O
一①
ゴ
望
わ
O
捗ゴ
①
ω一ω
)
そ

の
も

の
が
、

き

わ
め

て
非

現
実

的

な
架
空

の
産

物

と

い
う
性
格

を
多

分

に
も

っ
て
い
る

こ
と

で
あ

る
。
そ

の
仮

設

(
一
世
代

モ
デ
ル
)
に
よ

れ
ば

、
貯

蓄
と

は
将

来

の
消

費

に
備

え

る
た

め

の
も

の
で
あ

っ
て
、
消
費

の
時

期

を
現

在

(勤

労
期
)
か

ら
将
来

(退
職
以
降
)
に
移

す
手

段

で
あ

る
。
し
た

が

っ
て
、
生
涯

の
所

得

は
生

涯

の
消
費

に
等

し

い

(生
涯
の
所
得
は
、

一
生
涯
の

う
ち
に
す

べ
て
消
費
支
出

に
充
当
さ
れ
る
)
と

見
倣

す
。

こ

こ
か

ら
、
先

に
定

式

で
も

み
た

と
お

り
、
貯

蓄

に
た

い
す

る
課
税

延
期

(当
面
、
非

課
税
で
、
将
来
支
出
さ
れ
る
時
点

で
課
税
)
、
あ

る

い
は
逆

に

い
え
ば

、
当
面

貯
蓄

に
課
税

す

る

の
は

"二
重

課
税
"
と

な
る

と

い
う
考

え
方

が

導

き

だ

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
。

し
か

し
実
際

に

は
、

貯

蓄

の

一
形
態

を

な
す
遺

産

や
贈

与

の
存

在

は
決

し

て
例
外

的

な

ケ

ー

ス
と

は

い
え
ず
、

し
た

が

っ
て
貯

蓄

は

一

生

涯

を

つ
う
じ

て
必

ら
ず

し

も
す

べ

て
消

費

さ
れ

る
も

の

で
は

な

い

(貯
蓄
は
生
涯
を

つ
う
じ
て
消
費
支
出

に
充

て
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、

一
般

的
傾
向
と
は
い
え
な
い
)
と

い
う

の
が
実

態

と

い

っ
て
よ

い
。
ま

た
と

り

わ
け
、
有

力

な
課

税

対
象

と

な

る

べ
き
高

額

・
大

規
模

な
貯

蓄

(動

産

・
不
動
産
を
含
め
)
は
、

現

代

で
は

た
ん

な

る
消
費

の
移

動
手

段

で
は
な

く
、

価
値

の
自

己

増
殖

手
段

で
あ

り
、

利

殖

の
た

め

の
利

殖

の

手

段

を

な

し

て

い
る

こ
と

は
明
ら

か

で
あ

る
。

こ
う
し

た
現
実

や
実
態

を

ま

っ
た

く
無
視

し

て
い
る

こ
と
を

考
慮

し
た
だ

け

で
も
、

生

涯

所

得

は
生

涯
消

費

に
等

し

い
と
見

倣
す

ラ
イ

フ

・
サ
イ
ク

ル
仮
説

な

る
も

の
の
非
現

実
性

は
明
白

で
あ

る
。

一
般

に
抽
象

は
理
論

の
特
質

を

な

す
と

い

っ
て
よ

い
が
、

し

か
し

そ
れ

は
、

現
実

に
存

在

す

る
客
観

的
な

性
質

や
傾

向

の
抽
象

で
な

け

れ

ば
、

科
学
的

な
抽
象

す

な

わ
ち
真

の
意
味

の
理
論

と

は

い
え
な

い
。

客
観

的

な
現

実

や
実

態

か
ら
遊

離

し

た
、

た
ん
な

る
観
念

の
産
物
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と

し

て

の
抽

象

や
仮
説

は
、

空

理
空
論

に
近

い
と

い
う

ほ
か
な

く
、

そ

の
う

え

に
展
開

さ
れ
、
構

築

さ

れ
た

理
論

も
、
空

中

楼
閣

的

な
性

格

を
多

分

に
も

た
ざ

る
を

え

な

く
な

る
。

し

た
が

っ
て
ま

た
当
然

な

が

ら
、

そ
う

し

た

「
理
論

」

は
、

一
般

に
精
緻

で
あ

れ
ば

あ

る
ほ
ど

実

施

に
移

す

の
も

困
難

と

な

る
。

第

二

に
、

こ
う
し

た

ラ
イ

フ

・
サ
イ

ク

ル
仮

説

の
も

と

で
、
高
額

・
大
規

模

な
貯

蓄

を
中

心

と
す

る
資
産

へ
の
課
税

延
期

に
よ

っ
て
、

事

実

上

そ
れ

ら
を
多

か
れ
少

な
か

れ
非

課
税

と

し
、

さ

ら

に
く

わ
え

て
、
遺

産

・
贈

与

の
形

で
最
終
的

に
租

税

負
担

を
事

実
L

免
除

す

る

こ
と

に
な
れ
ば

、
支

出

税

は
大
資

産

者
優

遇

課
税

と

し

て
作

用
し
、

課

税

の
不

公
平

を
著

し
く
拡

大

す

る

こ
と

に
な

る
。

も

と
も

と
、

支

出
税

提

唱

の
理
山

は
、
「
財
産

の
消

費

を
通

じ

て
あ

ら
わ

れ

る
個

人

の
経

済
力

を
所

得

と

し

て
ト
分

に
課

税

で
き

な

い
」
当

時

イ
ギ

リ

ス
の

(
1
)

所
得
課
税
制
度

の
も
と

で
、
資
産
所
得

に
た

い
す

る
課
税

の
不
完
全

さ
と
不
公
平
を
解
消
す
る

こ
と

に
あ

っ
た
。
そ
の
点
、
カ
ル
ド
ア
自

身
も
、

「
も
し
累
進
課
税
が
所
得
基
準

で
な
く
、

支
出
基
準

で
行
な
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、

経
済

の
機
能
能
率
と
進
歩
率
と
を
改
善
し
な
が

(
2
)

ら
、

同

時

に
平
等

な
社

会

に
向

っ
て
前

進

で
き

る
」

と
述

べ
て

い
る
。

だ

が
、
資

産
所

得

の
源
泉

と

し

て

の
資
産

そ

の
も

の
を
課
税

上

優

遇
す

る

こ
と

に
通

じ
る
支

出
税

の
実
質

的

な
内

容

は
、

こ
う
し

た
提

唱

理
由

そ

の
も

の
を
事

実

上
自

己

否
定

す

る
も

の
と

い
わ
ざ

る
を

え

な

い
。

し

た
が

っ
て
、
支
出

税

の
も
と

で
租

税
負

担

の
公

平
性

を

確
保

し

よ

う
と

す
れ

ば
、
少

な

く
と

も
資

産

(財
産
)
税

に
よ
る
何

ら
か

の
補

完

が

必
要

と

な

る
。
し

か
し

、
そ
う
す

る
く
ら

い
な
ら
、
課

税

ベ
ー

ス
と

し

て
支

出

(消
費
)
と
所

得

の
ど
ち

ら

を
選
択

す

る

か
と

い
う

よ

う

に
問
題

を
設

定

す

る

よ
り

は
、
は
じ

め
か

ら
所

得

、
支
出

(消
費
)、
資

産

(財
産
)
の
三

つ
を

課
税

ベ

ー

ス
の
中

心

と
す

る
方

が
、
よ

り

合

理
的

で
、

よ

り
明
快

な

、

そ
し

て
ま

た

よ
り
実

際

的

な
税
制

・
税
体

系

の
組

鉱

が
可
能

と

な

る
と

い
う

べ
き

で
あ

ろ

う
。

第

三

に
、
課
税

ベ
ー

ス
と

な

る
消

費

支
出

と

控
除

対
象

と
な

る
貯
蓄

(な
い
し
消
費
支
出
以
外

の
現
金
支
出
)
の
概
念

、
な

ら
び

に
両

者

の

実

際

上

の
区
別

と

そ

の
論

拠

が

、
き

わ

め

て
曖

昧

か

つ
困

難

な

こ
と

で
あ

る
。
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論

者

た
ち

の
あ

い
だ

で
も
指
摘

さ
れ

て

い
る
と
お

り
、

た

と

え
ば
、

住
宅

、
自

動

車

、
耐

久
消

費
財

な
ど

の
購
入

は
、

消

費
支

出

と

み

る

べ
き

か

(こ
の
場
合
は
課
税
対
象
と
な
る
)
、

そ
れ

と
も
貯

蓄

と

み

る

べ
き

か

(
こ
の
場
合
は
、
控
除
さ
れ
る
)、

あ

る

い
は
同
様

に
ま

た
、
教

育
や
医
療

に
か
ん
す
る
支
出

は
・
消
費
支
出
と
み
る

べ
き
か
・
そ
れ
と
も

天

的
資
本

へ
の
鐘

L
(
こ
の
場
合
は
貯
董

み
な
さ
れ
る
)
と
み

る

べ
き

か
、

き

わ

め

て
曖
昧

で
不
明
確

で
あ

る
。

も

し
か

り

に
、

住
宅

、
教

育
、

医

療

な

ど
を
消

費
支

出

と

み
な

せ
ば
、

そ
れ

ら

は
概

し

て
特

定

時
点

に
集

中

す

る
傾

向

が
あ

る
だ

け

で
な
く
、

個

々
人

に
よ

っ
て
そ

の
時

点

や
大

い
さ

は
様

々

に
異

な
り
、

あ

る

い

は
限

り
な
く

分
散

す

る
。

こ
の
中

で
、

そ
し

て
ま
た
、

い
わ

ゆ

る

ラ
イ

フ
サ
イ

ク

ル
仮
説

と

い
う
前
提

の
も

と

で
、

課
税

の
公
平

を
確

保

し

よ
う

と
す

れ
ば
、
税

率

の
政

策
的

変

更

は
超
長

期

に
わ

た

っ
て
不
可

能

と

な

る
。
ま

た
と

り

わ
け
、
「水

平

的
公

平

」
(生
涯

で
み
た
課
税

ベ
ー
ス
の
等
し

い
人
が
、
等
し

い
税
負
担
を
負
う
)
を

確
保

し
よ

う
と

す
れ

ば
、
間
接

消

費
税

(
一
般

に
逆
進
課
税
)
と
対

比

し

て
、
支

出
税

の
優
位

性

の

一
根

拠

と

さ
れ

る
累

進

課
税

の
導

入

と
も

両
立

不
可
能

と

な

る
。

ま

た
、
上

記

の
例

を
貯

蓄

と

み
な

し

て
、

控
除

を
認

め
れ
ば

、

そ

れ

は
そ
れ

で
課
税

の
不
公

平

と
煩

雑

さ
を

い
た
ず

ら

に
増
大

す

る

こ
と

に
な
る
。

こ
う
し

て
、

こ

こ

で
も
支

出
税

の
非

現
実

性

と
自

己

矛
盾

が
明

ら

か
と

な

る
。

第

四

に
、

税

務
行

政

・
執

行

上

の
困
難

で
あ

る
。

上
述

の
と
お

り

、
キ

ャ

ッ
シ

ュ

・
フ

ロ
ー
方

式

の
も
と

で
は
、
課
税

ベ
ー

ス
と

し

て
の
消
費

支
出

額

は
、
資

金
流

入

(現
金
収
入
)

マ
イ

ナ

ス
消

費
支

出

以

外

の
資
金

流

出

(現
金
支
出
)
と
し

て
算

出

さ

れ

る
。

こ
の
う

ち
前

者

は
、

労
働

所
得

、

資
産

所
得

、
譲

渡
所

得

(資
産

売
却
収
入
)、

貯

蓄

の
引

出

、
借

入
金

か

ら

な
り
、

ま

た
後
者

は
、

資
産
購

入

、
貯

蓄

、

元
利

返
済

額

か

ら
な

る
。

し

た
が

っ
て
、

こ
の
種

の
租
税

を

仮

に
実
施

に
移

し

た
と
す

る
と
、
O

プ

ラ

ス
、

マ
イ

ナ

ス
を
含

あ

た
貯

蓄

(資
産

の
購
入
あ
る
い
は
売
却
、
借
入
あ
る
い
は
返
済
)
を

納

税
者

、

徴
税

当

局

と
も

に
正

確

に
把
握

し
な

け
れ

ば
な

ら

な

い
、
口
補

完

税

と

し

て

の
遺
産

・
贈
与

課
税

の
必

要
上

、

↓
切

の
資

産

と

負
債

の

一
元
的

管

理

も
必

要

と
な

る
。

ω

し
か

も
、

ほ
ぼ
全

面

的

に
各
個

人

の
申

告

納
税

に
依

存

せ
ざ

る
を

え
な

い
。

こ
れ

ら

の
点

を
考



慮

し
た
だ
け
で
も
、
所
得

.
消
費

.
資
産
を
基
本
的
な
課
税

↑

ス
と
す
る
と
い

っ
て
よ
い
現
行
税
制

に
く
・り
べ
て
も
・
税
務
行
政

教

行
上

の
困
難
性

は
い

っ
そ
う
増
大
す

る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ

ろ
う
。

}」
.つ
み

て
く

る
と

、
苫

典
的

支

出
税

L

の
提

唱
者

で
あ

る
N

・
カ

ル
ド

ア
が
、
そ

の
実

施

可
能
性

に

つ
い

て
の
疑

問

か
ら
・
支

出

税
を

最
良

の
租
税
と
す

る
主
張
を
や
が

て
自
ら
放
棄
し
た
理
由
も
頷
け
よ
う
。
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㊨

「
現
代

的
支

出

税
」

(労
働
所
得
税
)

先

の
O

で
指

摘
し

た

キ

ャ

ッ
シ

ュ

・
フ

ロ
ー
方
式

の
問

題
点

の
第

三
、

す

な

わ
ち

「
住

宅

や
耐
久

消
費

財

に
関
す

る
キ

ャ

ッ
シ

ュ

・
フ

・
毒

の
難
点
を
限
定
的

に
解
消
し
、
支
出
税

の
実
施
を
現
実
的
な
も
の
に
き

」
意
図
を
も

っ
て
本
轟

想
さ
れ
た
と
さ
れ

る
の
が
・

w

.
D

.
ア
ン
ポ

ユ
為

継

で
あ
る
.

そ
し

て
こ
れ
を
契
機

に
・

ま
た

こ
れ
を
多

か
れ
少
な
か
れ
採

り
入
れ
て
提
案

さ
れ
た

「
実

施
可
能
な
現
代
的
支
出
税

の
霧

成
、
恥

」

と
評
価
さ
れ
る
の
が
・
先

に
挙
げ

て
お

い
た
ス
ウ

ェ
盲
デ
ン
の

。
デ
ィ
ン
報
告
・
イ
ギ

リ

ス
の

、、、
ー

ド
報

告
、

ア
メ

リ
カ
財
務

省

の
。フ
ル
L

フ
リ

ン
ト
な

ら

び

に
税
制

改
革

に
関

す

る
財
務

省
報

告

で
あ

る
・

た
だ

し
・
論

者

た
ち

(肋
結
論
を
先
走

.
て
紹
介

し

て
お
け
ば
、

サ、
む

り

現

代
的
支
出
税

の
提
案
が
そ
の
ま
ま
制
度
化
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
罷

性

は
ま
ず
な

い

」

と

い

う

こ

と

で
あ

る

。

論

者

に
よ
れ

ば
、

ア

ン
ド

リ

ュ
ー

ス
の
見

解

の

ヨ

ッ
セ

ン

ス
は
、

住

宅

や
耐

久

消

費

財

の
購

入

・
売

却

お

よ

び
購

入

に
関

す

る
貯

蓄

.
借
入

金
を

無

視

し

て
も

、

あ

る

い

は
キ

ャ

ッ
シ

ュ

・
フ

7

方

式

か

ら
除
外

し

て
も

、

生

涯

と

い
う
長

期

間

(「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
仮

説
」
)
に
お

い

て
は
古

典

的
支

出

税

と
等

し

い
結

果

が
保

証

さ
れ

る

こ
と
を

証
明

し

た
点

に
き

L

と

さ
れ

る
・

そ
し

て
・

さ
ら

に
す

す

ん

で
、
二

定

の
条

件

の
も
と

で
は
L
(実

は
、
▼、
れ
が
大
変
問
題
な
の
だ
が
、
こ
の
点

に

つ
い
て
は
後
述
す
や

引
用
者
)・
住

宅

や
耐

久
消

費
財

等

に

関
す

る

ケ

書

ス
だ

け

で
は
な

く
、
蚕

産

(貯
蓄
)

・
負
債

(借
入
れ
)
に
関
す

る
す

べ
て

の
取

引

を
支
出

税

の
課

税

↑

ス
か

ら
除

外

な

い
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格勘定での取 り扱 いを基準に したもの)

包括的所

算

表1支 出税 と所得税の課税 ベースの比較(適
㌔ ～ 一 ～～ _._租 税 の種 類

タックス ・ベースの構成項目、＼ 一_

稼得コ労働所得(賃 金) 解墾鰹
　凶

劃

瞬

兜

算
∵

嘉

不
算÷
不
控
竺

　
可

入

入

入

　
入

　
不

}

算

算

算

一
除

一
控

不

不

不

可
動

　

・
算

不

五

除

塾

不

控

随

婁

・
陣
嘱

.

.

一除

入

入

△

入
除

塗

一

一

一

一

一

一

韓鰍 ∴
-----F-------------_.-----------

借 借 入 れ

評 済{舗子
__一_L_________

※ 利子,配 当,賃 貸料 な ど。

出所:宮 島洋,前 掲 書,32頁 。

　
　
　

し
無

視

し

て
も
、

実

質
的

に
は
同

じ

こ
と
だ

と

い
う
点

に
あ

る
」

と

さ
れ

て
い
る
。

そ
し

て
・
こ
う
し

た
資
産

(貯
蓄
)

・
負

債

(借
入
金
)
取
引

を

一
切

除
外

な

い
し
無

視

し

た

「現

代
的

支

出
税

」

は
、
実
質

は
、
労

働

(稼
得
)
所

得

の
み
を

課
税

ベ

ー

ス
と

す

る

賃

金

税

な

い

し
労

働

所

得

税

と

同

じ

も

の
と

な

る

と

さ

れ

て

い

る

(表

-
参

照
)
。こ

の
よ

う

に
、

「現

代

的

支
出

税
」

の
特
徴

は
、
資
産

(貯
蓄
)

.
負

債

(借
入
れ
)

取

引

を

一
切
除

外

な

い
し

無
視

す

る
点

に
あ

る
と

い

っ
て
よ

い
が

、

し

か

し

そ
れ

は

非

課

税

を
意

味
す

る
も

の

で
は
な
く
、

表

1

に
み

ら
れ

る
と

お
り
、

課

税

ベ
ー

ス
の

算
定

に
お

け

る
資

産

・
負

債

の
取

り
扱

い
方

が
変

更

さ

れ

る

こ
と

に
あ

る
と

さ

れ

る
。

す

な

わ
ち
、

「
占

典
的

支

出
税

」

の
場
合

の

「
適
格
勘

定

」

(ま
た
は
登
録
勘
定
)

　
り
　

方

式

か

ら
、
「
現
代

的
支

出

税

」
の
場

合

に
は
、
「
前
納

勘
定

」
(ま
た
は
非
登
録
勘
定
)

方
式

へ
転

換

(前
者

の
否
定
形
)
さ
れ

る

こ
と
を
意

味

し

て
い
る
。
そ

し

て
、
こ

の

「
前

納

勘

定
」
方

式

(現
代
的
支
出
税
)
は
、
「
一
定

の
条

件

」

の
も
と

で
は
、
「
適
格
勘

定

」

方

式

(占
典
的
支
出
税
)
と

「
等
価

」

(税
負
担

の
現
在
価
値

の
等
価
)
と

な

る
、
と

い
う

の

で
あ

る
。
い

い
か
え

れ
ば

、
カ

ル
ド

ア
の
提

唱

に
は
じ

ま

る

「
占
典

的

支
出
税

」
の

理
念

と
構

想

は
、

今

日

で
は
、

ア

ン
ド
リ

ュ
ー

ス
の
見

解

を
契
機

に
、

そ
し

て
そ

の

「
功
績

」
を

多

か
れ
少

な
か

れ
採

用

し

つ
つ
、
「現

代
的

支
出

税

」
(上
述
の
と
お
り
、
実

質
は
労
働
所
得
税
)
と
し

て
発

展
的

に
再

生

な

い
し
再
構
成

さ
れ

る

に

い
た

っ
て

い
る
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と

い

う

の

で
あ

る

。

だ
が
、
ヲ、
の
両
方
式

の

尋

価
L
が
数
学
的

に

「
碗

」
さ
れ
た
と
し

て
も
・
そ
の
前

に
先
ず
も

っ
て
問
題
な

の
は
・

こ
の
両
者

の

尋

価
L
が
成
立
し
、
あ
る
い
は
両
者

が

「養

的

に
同
じ
」
で
あ

る
た
め

に
必
要
な

コ

定

の
条
件
L

で
あ
る
・
現

代
的
支
出
税
L
は
・
支

出

税
の
実
施
を

よ
り
現
実
的

に
す

る
た
め

に
提
起

さ
れ
た
は
ず
な

の
に
、

こ
の

コ

定

の
条
住

が
き
わ
め

て
非
現
実
的

で
架
空
的
だ

か

ら

で
あ

る
。

こ

の

コ

定

の
条

件

」

の
中

に
は
、

一
つ
の
い
わ
ば

大
前

提

条
件

と

最
低

三

つ
の
必

要

条
件

が

あ

る
と

さ
れ

て
い
る
。

　
ほ

　

ま
ず

、

大
前

提
条

件

と

は
、

い
わ

ゆ

る
消

費

⑱

ブ
イ

フ
サ
イ

ク

ル
仮

説

で
あ

る
。

こ
れ

に

つ
い

て
は
・

い
か

に
非

現
実

的

で
空

理
兜
工
論

的

な
架
空

の
産
物

に
す
ぎ
な

い
か
、
す

で
に
o

で
批
判

し

て
お
い
た
と
お

り
で
あ

る
。
両
方
式

の
数
学
的

な

尋

価
L
が

「
証
明
」

さ
れ

た
と

い

.
て
み

て
も
、

▼」
.つ
し
た

架
空

な

前
提

を
必

要

条
件

と

し

て
は
じ

め

て
成

立

つ
も

の

で
あ

る
か

ぎ

り
、

そ
れ

は
実

際
的

に
も
理

論

的

に
も
、

空

中
楼

閣
的

で
、
無

意

味

に
近

い
と

い
う

ほ
か
な

い

で
あ

ろ
う

。

つ
い

で
、

尋

価
L
が
成
享

る
た
め

の
最
低
三

つ
の
必
要
条
件

の
笙

は
、
「
税
率
が
純
粋

な
比
例
税
率

で
・
し
か

も
生
涯

に
わ
た

っ

て
不
葱

)と

い
う

の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
た
ま

ξ

非
現
実
的
な
想
定

に
す
ぎ
な

い
こ
と
は
説
明
を
芒

な
い
・

く
わ
え
て
・
選

課

税

と

い
.つ
支

出

税
本

来

の
理
念

か
.b
も
逸

脱

し

て
い
る
。
第

二

の
必

要
条

件

と
さ

れ

る

の
が
、
「
謹

価
値

が
生

涯

に
わ

た

っ
て
垂

」
と

い
.つ
想
定

で
あ

る
。

▼し
れ

ま
た
、

現

代
資

本

義

の
現
実

か
ら

ま

っ
た

く
遊

離

し

た
架

空

の
条

件

で
あ

る

こ
と

は
い
う

ま

で
も
な

い
・

現
実

に

は
、
資

産

価
値

(価
額
)
の
上

昇

が

巖

的

必

然
的

な
傾

向

で
あ

る
。
し

た

が

っ
て
、
キ

ャ
ピ

タ

ル

●
ゲ

イ

ン

(な
い
し

。
ス
)
の

発

生

も
多

か

れ
少

な
か

れ

一
般

的
必

然
的

で
あ

る
。
と

こ
ろ
が
、
現

代

的
支

出

税
L
(前
納
勘
定
)
の
護

の
場
A
・
に

は
・
「
売
却

額

不
算

入

で
あ

る
た

め

、
キ

ャ
ピ

タ

ル

・
ゲ

イ

ン
が
実

現

し

て
も

課
税

↑

ス
に
は
算

入

さ
れ
な

い
。
し
た

が

っ
て
・
株
式

・
不

動
産

↑

地
)
な

ど

キ

ャ
ピ
タ

ル

.
ゲ

イ

ン
の
期

待

で
き

る
資
産

を

前
納

勘

定

を
利

用

し

て
蓄

積

す

る

こ
と

に
よ

り
、

キ

ャ
ピ

タ

ル

・
ゲ

イ

ン
を

非
課

税

の
ま

ま

消
費

に
充

て
る

こ
と
が

で
義

」
こ
と

に
な

る
.
し

た

が

っ
て
・

こ
う

し

た

ル
少

†

ル

(租
税
回
避
)
を

な

く
す

た
め

に
・
「
別
建

て
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の
補

完

税

が
不

可
欠

と

恥

L
と

さ
れ

て

い
る
。
だ

が
、

こ
う
し

た
架

空

に
し

て
難

な
税

制

の
組

立

て
を

必
要

と
す

る
く

・り
い
な
・り
ば
、

所
得
課
税
・
資
産
課
税
、
消
費
課
税

を
租
税
体
系

の
三

つ
の
中
心
と
し

て
、
三
者

間
の
整
合
性
を
可
能
な
か
ぎ
り
考
慮
し

つ
つ
、
各

々
を

整
備
す
る
方
が
、
理
論
的

に
も
実
際
的

に
も
、

は
る
か

に
合
理
的
と

い
う

べ
き

で
あ
ろ
う
。

尋

価
L

が
成

立

す

る

た
め

の
必
要

条

件

の
第

ご
一と

さ

れ
る

の
が
、
資

産

の
移

転
、

す

な

わ
ち

遺
産

.
贈

与

な

し
と

い
・つ
想
定

で
あ

る
。

こ
れ
は

ラ
イ

フ
サ
イ
ク

ル
仮
説

に
す

で
に
内
包

さ
れ
た
内
容

で
あ

る
が
、

こ
れ
ま
た
非
現
実
的
な
架
空

の
想
定

で
あ
る
こ
と
は
繰
返
す
ま

で
も
な

い
・
し
た
が

っ
て
論
者
は
、

三

し
で
も

現

代
的
支
出
税

の
場
合

に
は
、
資
産
移
転
、
資
産
所
得
、
資
産
売
却
収
入
な
ど
を
補
捉

す

る
内
部

シ
ス
テ
ム
が
ま

っ
た
く
欠

け
て
い
る
た
め
、

そ
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め

に
は
贈
与

.
遺
産
税

の
徹
底
し
た
強
化
が
不
可
欠

の
条
件

な

翻
L
・
し

た
が

っ
て
・
「
こ
れ
ま
た
別
建

て
の
資
産
移
転
補
完
禦

絶
対

に
必
要
と
為

」
と
さ
れ

て
い
る
.
し
た
が

.
て
、

こ

こ

で
も
上

述

の
第

.
一に

つ
い
て

の
批
判

が

、

そ

の
ま

ま
当

て
は

ま

る
。

す

で

に
前

に
e

に
お

い

て
、

支
出

税

と

は
称

し

て
も

、
実

質

は
所

得

課
税

の

一
変
型

と

い

っ
た
方

が

よ

い
と
指

摘

し

て
お

い
た
。

そ
し

て
今

や

「現

代

的
支

出

税

」
に

い
た

っ
て
、

そ
れ

は
資
産

所

得

や

そ

の
源

泉

と
し

て

の
資

産

(貯
蓄
)
を
事

実
上

非

課
税

と

し
、
「
労

働

(稼

得
)
所
得

の
み
を
課
税

↑

ス
と
す

る
・
い
わ
ゆ
る
賃
金
税
な

い
し
労
働
所
得
税
と
同
じ
麺

(前
表
参
昭
{)
へ
変
身
を
遂
げ
た
.
そ
し

て

そ
れ
に
よ

っ
て
ま
た
、
資
産
所
得

へ
の
課
税
強
化
、
消
費
支
出

へ
の
累
進
課
税

の
導
入
等

に
よ
る
公
平
課
税

の
実
現
と
強
化
と
い
う
、
支

出
税
提
唱
当
初

の
意
図
と
も
逆

の
も

の

へ
変
貌
し
た
。

こ
う
し

て
、
議
論

の
結
末

に
ま

で

一
応
辿

り

つ
い
て
み
る
と
、
支
出
税

の
現
代
的
再
評
価
あ
る
い
は

「
現
代
的
支
出
税
」
を
め
ぐ
る
議

論

は
・
ま

っ
た
く
無
駄

と
は
い
わ
な

い
ま
で
も
、
理
論
的

に
も
実
際
的

に
も
さ
ほ
ど
生
産
的
な
議
論
と
は
言

い
難
い
よ
.つ
に
思
わ
れ
る
。

「
ゲ
去

の
理
論
」
奮

遷

。
曹

ヨ
琶

な
ら
ぬ

"理
論

(理
屈
と
数
字
)
の
ゲ

⊥

〃
と
い

っ
た
感
が
強

い
。
税
制
の
抜
本
的
改
革

が
国
際

的
潮
流
と
な

っ
た
近
年
、
一
現
代
的
支
出
税
」
の
具
体
的
な
導
入
提
案
が
七
〇
年
代
末
か
ら
八
〇
年
代

に
か
け
て
相
次

い
だ

に
も
か
か
わ
ら
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ず
、

ど

れ
も

、

ど

こ
で
も

実

現
を

み
な

か

っ
た

の

は
、

提
案

内

容

が
未

整
備

で
あ

る

と

い
う

よ

り
も
・

の
に
由

来

し

て
い
る

と

い
う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

そ
の
机
上

の
空
論
的
性
格
そ

の
も

(
-

)

佐

藤
～准
帽、

肱剛
掲

煮
凹
、

レ
ヒ
ハ
.頁

。

(
2
)

2
.
内
。
一α
。
き

〉
コ

穿

℃
o
コ
ロ
一ε

話

↓
山
×
藁

ゆ
ゆ
9

(
前
掲

、

邦

訳

、

五

頁

)
。

(
3

)

前

掲

『
シ

リ

～

ズ
現

代

財

政

』
、

第

・
.巻

、

一
八

頁

。

(
4
)

前

掲

書

、

一
.O

頁

。

(
5
)

ぎ

〉
コ
α
裡Φ
≦
ρ
ゴ

。
・
コ
・巾
ロ
量

喜

-
ぎ

§

婁

閃
δ
≦
℃
§

昆

ぎ

皐

鐘

貯

豊
ミ

ト
箋

§

§

〈
。
ド
.・
≡

ρ
曾

り揖

(
6

)

前

掲

書

、

一
.O

頁

。

(
7
)

宮

島

洋

『
租

税

論

の
展

開

と

日
本

の
税

制

』
、

四
六

～

四

七

頁

。

(
8
)

前

掲

、

『
現

代

財

政

』

第

.
、巻

、

二

〇

頁

。

(
9
)

宮

島

洋

、

前

掲

書

、

、.、一..、

.、一六

頁

。

(
10
)

「
前

納

」

(
な

い
し

[
後

納

」
)

の
意

味

に

つ
い

て

は
、

次

の

よ

う

に
説

明

さ

れ

て

い

る
。

『前
納
』
と
い
う
用
語
は
、
支
出
税
か
・り
除
外
さ
れ
た
資
産

(貯
蓄
)
の
場
合
に
、
葵

控
除
な

い
し
貯
毒

除
の
否
認

(資
産
所
得
と
資
産
売
却

額
な
い
し
貯
蓄
引
畠

し
額
は
不
算
入
)
か
・り
そ
の
鵡

入
時

(貯
蓄
時
)

に
課
税

↑

ス
が
増
大

し
・
事
実
上
・
税
が
前
払

い
さ
れ
る

(舌

典
的

福
髄
鵜
欝
纏
編
麟

黎
鍵幅
蝶
紬雑
灘
鶴
麟
慧
器
蕊
製
翻
鍍
鍋
鍔
歎議

紬鰹
誕

る

(前

の
場
A
口
の
逆
胎

用
者
ご

」
と
に
な
り
、
『後
納
』
と
い
う
べ
き
も

の
に
な

っ
て
い

ま
す
」
(前
掲
書
:

西

頁
)
・

(
H
)

▼」
の
両
者
が

尋

価
L
と
な
る
こ
と

の

証

明
L

に
つ
い
て
は
、
宮
島
、
前
響

・
三
八

～
四

貢

参
照
・

な
お
、
上
掲
表

-
に
も
示
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
い
ま
や
髪

上
、
稼
得
売

働
所
得

(纂

)
を
馨

時
点

で
課
税
す
る
の
が

現

代
的
支
出
税
L
・

そ
の
消
費
支
出
の
時
点

で
生
涯

に
わ
た

っ
て
課
税
さ
れ
る
の
が

習

典
的
支
出
税
L
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
・
本
文

で
指
摘
し
三

る

コ

定

の
条
件
」

(
;

の
大
前
提
条
件
と
最
低
三

つ
の
必
要
条
件
)

の
ド
で
は
、
両
者

の
現
在
価
値

で
み
た
税
轟

が

尋

僅

と
な
る
〉」
と
は
・
あ
え
て
数
学
的
証

明
を

ま

つ
ま

で
も
な
く
自
明

の
こ
と

と

い

っ
て
よ

い
。

(
12
)

前
掲
、
『
現

代
財
政
』
、
第

二
巻
、

二
〇
頁
な

ら
び

に
宮
島

、
前
掲
書
、

三
八
頁
。
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(
31
)

同
上
・

二

頁

な
ら
び

に
三
八
頁
。
先

の
注

(
n
)

で
述

べ
た
と
お

り
、

課
税

の
タ
{

ン
グ

が
、
両
方
式

の
う
ち
、
前
者

が
勤
労
期
間

の
み
、

後
者

が
生
涯

と
異
な

る
た
め
、
両

方
式

の

「
等
価
」
成

立

の
た
め

に
は
、

こ
の
条
件

が
必
要

と
な
る
。

(
14
)

同
上

、

二

一
頁

な

ら
び

に
.一.八
頁
。

(
15
)

宮
島

、
前
掲

書
、

四

.頁

。

(
16
)

前

掲
、

『
現
代
財

政
』
、

一
二

頁
。

(
17
)

宮
島

、
前
掲
書

、

四
五
頁
。

(
18
)

前

掲
、
『
現
代
財
政

』
、

一
.
一
頁
。

(
19
)

宮

島
、
前
掲

童
日
、

三
六
頁
。

四

「
包
括
的
所
得
税
」
に
つ
い
て

6

所
得
概
念
と
そ
の
変
遷

苞

括
的
所
得
L
と
は
・
い
う
ま
で
も
な
く
課
税
上

の
所
得
概
念

の

;

で
あ
る
が
、
そ
れ
を
含

む
課
税
上

の
所
得
概
念

の
基
礎

に
は
経

済

学

上

の
所

得

概
念

が

あ

る
。

ま
ず

マ
ル

ク

ス
経

済

学

に
よ
れ

ば
、
資

本

主
義

の
も

と

で
、

一
定

期

間

(通
常

一
年
)
に
生

産

さ
れ

た
生

産
物

の
総

体

が
社

会
的

総

生
産

物

で
あ

る

が
・

こ
れ

は
価

値

の
点

か

ら

み
れ

ば
次

の
二

つ
に
区

分

さ
れ

る
。

第

一
は
、

社
会

的
総

生

産
物

の
生

産

に
お

い

て
、

生

産
的

に

消
費

さ
れ

た
生
産

手

段

の
価

値

が
移

転

し

た
部
分

、
す

な

わ
ち
消

費

さ

れ

た
不
変

資
本

(
。
)
の
価
値

に
あ

た

る
部

分

で
あ

り
、
第

二
が
、

そ

こ

に
お

い

て
新

し

く
生
産

さ
れ

た
新

価
値

部

分

(価
値
生
産
物
)
で
あ

り
、

こ
れ

は
ま

た
可

変
資

本

(
V
)
の
価
値

と
剰

余

価
値

(
m
)
か

ら

な
り

た

つ
。

こ

の
社
会

的
総

生

産

物
価
値

・
W

ロ

c
+

v
+

m
の
う
ち
、

国

民
所

得

を
な

す

の
は
、

第

一の
部

分

す

な

わ
ち

v
+

m
で

あ

る
。

C
の
部
分

は
消

費

さ

れ

た
不
変

資
本

の
補
填

に
あ

て
ら

れ
、
残

り

の

v
+

m
部

分

が
、
賃

金

(
v
)
、
利

潤

(企
業
者
利
得
、
利
子
)、

地

代

(以
上
は
、
い
ず
れ
も

m
の
分
配
部
分
)
と

い
う
資

本

主
義
社

会

の
三
大

階

級

の
貨
幣

収

入

と

し

て
国
民

所

得
と

な

る
。
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こ
の
国
民
所
得

(総
所
得
)
の
う
ち
、

v
部
分

は
労
働
者

に
と

っ
て
は
賃
金

(給
与
)
と
い
う
所
得
を
な
す
が
、
資
本
家

に
と

っ
て
は
可

変
資
本
と
し

て
費
用
を
な
し
、
し
た
が

っ
て
資
本
家

に
と

っ
て
は
、

m
部
分

の
み
が
純
所
得
と
な
る
。
な
お
現
実

の
資
本
主
義

に
お
い
て

は
、
理
論
上

は
前
資
本
主
義
的
な
小
商
品
生
産
者

(小
企
業
者
や
農
民
)
が
多
か
れ
少
な
か
れ
残
存
す
る
の
が
通
常

で
あ
り
・
か
れ
ら
に
よ

っ

て
新
し
く
生
産

さ
れ
た
価
値
も
、
個
人
業
t
所
得

(実
質
的
に
は
v
に
相
当
す
る
と
み
な
し
て
よ
い
)
と
し

て
国
民
所
得

の

一
部
を
構
成
す
る
。

こ
れ
ら
の
賃
金
、
利
潤

(企
業
者
利
得
ー
内
部
留
保
、
配
当
と
利
r
)、
地
代

な
ら
び
に
個
人
業
主
所
得
等

は
、
生
産
過
程

に
お
い
て
新

た
に

生
産

さ
れ
た
価
値
部
分

で
あ
り
、
あ
る

い
は
そ

の
分
解

さ
れ
た
所
得

で
あ

る
か
ら
、
本
源
的
所
得

国
民
所
得

の
い
わ
ば
第

一
次
的
分
配

1
を
な
す
。

こ
れ

に
対
し

て
、
不
生
産
的
部
門

で
生
じ
た
所
得

(あ
る
い
は
直
接
的
に
は
再
生
産
に
関
与
し
な
い
社
会
成
員
の
所
得
)
は
、
本
源

的
所
得
か
ら
第

二
次
的

に
再
分
配
さ
れ

て
派
生
的

に
生
じ
た
所
得

で
あ
る
か
ら
、
派
生
的
所
得
と
し

て
区
分

さ
れ
る
。
後
者

に
は
基
本
的

に
二

つ
の
形
態

が
あ
り
、

そ
の
第

一
が
サ
ー
ビ

ス
部
門

に
お
け
る
諸
所
得

(賃
金
、
利
潤
ほ
か
)、
擬
制

(仮
空
)
資
本

の
売
却
か
ら
生
じ

る

キ

ャ
ピ
タ
ル

・
ゲ
イ

ン
等

で
あ
り
、
第

二
が
、
国
家

(税
財
政
)
に
よ
る
再
分
配

(公
務
員
賃
金
、
社
会
保
障
給
付
な
ど
)
で
あ

る
。

こ
う
し
た

マ
ル
ク

ス
経
済
学

の
国
民
所
得
概
念

に
た
い
し

て
、
近
代
経
済
学

の
国
民
所
得
概
念

は
、
生
産
額
か
ら
原
材
料
費
と
減
価
償

却
費
を
控
除
し
た

「付
加
価
値
」
の
分
配

(企
業
、
雇
用
者
等

へ
)
と

一
般

に
定
義
さ
れ

て
い
る
。
付
加
価
値
と
は
、
生
産

に
よ

っ
て
新
し

く

付
加
さ
れ
た
価
値
を
意
味
す

る
か
ら
、
物
的
生
産

の
付
加
価
値

は

マ
ル
ク

ス
経
済
学

で
い
う

「
価
値
生
産
物
」
(
V
+
m
)
に
相
当
す

る
。

理
念
的

に
は
、
前

の
定
式
と
同
内
容
だ
が
、
製
品

(用
役
)
価
値
ー
外
部
購
入
価
値

μ
付
加
価
値
と

い
う
算
定
式

で
も
表
示
さ
れ
、
企
業
会

計
上
、

そ
れ
は
経
常
利
益
、
人
件
費
、
金
融
費
用
、
地
代
、
家
賃
、
租
税
公
課
に
分
類

さ
れ
、
同
時

に
そ
れ
ら
が
国
民
所
得

の
構
成
部
分

と

さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
近
代
経
済
学

で
も
、
"価
値
〃
と

い
う
用
語

は
使
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
実
質

は
価
格
な

い
し
価
額

と
同
義

に
す
ぎ
ず
・
し

た
が

っ
て
厳
密

に
科
学
的

な
価
値
概
念

(本
質
把
握
)
を
欠
除
し
た
ま
ま
所
得
論

(現
象
把
握
)
が
展
開

さ
れ

て
い
る
と

こ
ろ
に
、
総
じ

て
近
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代

経
済

学

の
国

民

所
得

概

念

の

一
般

的

特

徴

が

あ
る
。

そ

の
た
あ
、
本

源
的

所

得

と
派

生
的

所

得
が

な

ん
ら

区
別

さ
れ

ず

(価
額
な
い
し
貨

幣
収
入
と

い
う
現
象
形
態
の
次

兀
だ
け
で
把

え
れ
ば
、
た
し
か
に
区
別
は
な

い
)
、

ま
た

「
付

加
価

値
」

は
労

働

に
よ

っ
て
生

産

さ

れ

た
も

の
で
あ

り
、
し

た

が

っ
て
利

潤
部

分

は
労

働

搾
取

の
果
実

で
あ

る

こ
と

が
隠
蔽

さ
れ

る

(現
象
次

兀
の
み
で
把
え
る
か
ぎ
り
、
す
な
わ
ち
生
産
額
か
ら
原

材
料
費
と
減
価
償
却
費
を
控
除
し
た
も
の
と
し
て
把
握
す
る
か
ぎ
り
、

v
部
分
も

m
部
分
も
区
別
は
な
く
な
る
)
。

こ
う

し

て
近

代

経
済

学

h

の
所

得
論

に
お

い

て
は
、
所
得

は
、
そ

の
真

の
源
泉

と
諸

関
係

(本
質
規
定
)
が
無

視

さ
れ

て
、
貨

幣
収

入

と

い
う
現
象

形
態

の
次

元

に
お

い

て
の

み
把

え
ら

れ
、

し

た
が

っ
て
そ
れ

ら
す

べ
て
が
無

差

別

に
、
無

概
念

的

に
所
得

と
し

て

一
括

さ
れ

る

と

こ
ろ

に
特
徴

が

あ

る
。

次

は
、

そ

の
見
本

的

な

見
解

の

一
つ
で
あ

る
。

「
生

産

と

は
生
産

資

源

を
用

い
る
働

き
、
あ

る

い
は
犠

牲

、
ま

た

は
少

な

く

と
も

そ

の
使

用

の
許

可

を
意

味
す

る
。
そ

の
働

き
を

行

な
う

者

、
そ

の
犠

牲

に
堪

え

る
者

、
そ

の
使

用

を
許

可

す

る
者

は

そ

の
行

動

に
対

し

て
支

持

を
受

け

る
。
そ
れ
ら

は

『
生
産

の
要
素

』
(h餌
。
叶。
周
。
暁

凛
。
口
三
δ
。
ロ
)
す

な

わ
ち

労
働

、
危
険

負

担

そ

の
他

の
生
産

的

用
役

を
供
給

し

て
い
る
者
、
す
な

わ
ち

労
働

者
、
業

務
執

行
者

、
債

権
貸

与

者

・
所

有
者

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
人

に
対

す

る
支
払

を
要

素

支

払

(富
6
§

冨

《
筥
①
三
ω
)
と

称

し
、
そ

れ

は
賃

銀
、
俸
給

、
利

子
、
純
賃

料
、

法

人

、
組

合
、

個

人

企
業

の
利

潤

と

い
う
形
態

を

と

る
。

か

か

る
支

払

な

し

に

は
、

国

民
所

得

の
意
味

で
の
生
産

は
あ

り
え

な

い
し
、

ま

た

か
か

る
支

払

は
生

産

を
離

れ

て
は
な

さ

れ
な

い
。

そ

こ

で

こ
れ
ら

の
支
払

の
総
額

は
牛

産

物

の
総
額

、

す

な
わ
ち

国
民

所

得

に
等

し

い

(
1

)

こ
と

に
な
る
」

こ
れ
ま

で
に
概
説

し
た
経
済
学
上

の
所
得
概
念
を
基
礎
と
し

て
、
課
税
上

の
所
得
概
念

(課
税
標
準
)
が
設
定

さ
れ
る
。
た
だ
し
後
者
は
、

資
本
主
義

の
国
家

に
よ
る
所
得
課
税

の
直
接
的
な
理
論
的
前
提
を
な
し
、
し
た
が

っ
て
、
国
家

に
と

っ
て
よ
り
実
際
的
な
理
論
次
元
の
問

題

で
あ
る

こ
と
と
、
社
会
科
学
上

の
理
論

が
も

つ
階
級
性
か
ら
い

っ
て
、
現
実

に
支
配
的
な
課
税
上

の
所
得
概
念
と
な
る
の
は
、
当
然
な
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が

ら
、

一
般

に
近

代
経

済

学

の
国

民
所

得

論
を

基
本

的

ベ
ー

ス
と

し
た
所

得
概

念

で
あ

る

こ
と

は

い
う

ま

で
も

な

い
。

そ
う
し

た
も

の
と

し

て
代

表
的

な

の
が
、

源
泉

(な

い
し
周
期
)
説
と

経
済

力

(資
産
)
純

増

加
説

ー1

「包

括
的

所
得

」

説

(論
)

で
あ

る
。

こ
れ

に

つ
い

て
、

佐
藤

進
教

授

は

こ
う
解
説

さ
れ

て
い
る
。

「
前

者

は
、
源
泉

と

む
す

び

つ
い

て
規

則
的

・
周
期

的

に
も

た
ら

さ
れ

る
所
得

だ

け
を
所

得

と

み
、

一
時
的

な

い
し
偶
発

的

性
格

の
所
得

は
、
源
泉

が

ど

こ
に
あ

る
か

わ
か

ら
な

い
の

で
課
税

所
得

か
ら

除
外

す

る
も

の

で
あ

る
。
後
者

は
源
泉

説

と

は
対

照

的

に
・
贈
与

・
遺
贈

・

富

く
じ
利
得

な

ど
あ

ら

ゆ

る
偶

発

的
性

格

の
所

得

を
も

ふ

く

め

る

一
方

、
資

産

減
少

の
要
因

と
な

る
経

費

、
債

務
利

子
・
財

産

喪
失

な

ど

を

控
除

し
、

資

産

の
純

増
加

分

を
所

得

と

み

る
も

の
で
あ

る
。

現
代

の
各

国

の
所

得
税

は
、

両
者

を
併

用

す

る

の
が
大
部

分

で
あ

る
が
・

フ
ラ

ン

ス
や
イ

ギ

リ

ス
は
源

泉
説

に
重

き
を

お
き

、

ド

イ

ツ
、

ア
メ
リ

カ

で
は
重
点

を
純

資

・産
増

加

説

に
お

い
て

い
る
。

ド

イ

ツ
に
お
け

る
純
資

産
増

加

説

は
、

フ

ォ

ン

・
シ

ャ

ン
ツ
の
名

と
む

す

び

つ
け

ら
れ

て

い
る
も

の
で
あ
り
、

ア
メ
リ

カ

の
そ
れ

は
・

ヘ
イ
グ
と

サ
イ

モ

ン
ズ

の
名

と
む

す

び

つ
け

ら
れ

て

い
る
。

そ
し

て
各

国

の
所

得
税

立
法

の
動
き

を

み
れ
ば

、

こ
の
純

資
産

増

加
説

が

よ
り
支

配

的
な

所
得

　
　

　

学

説

と

み

て
よ

い
」
。

み
ら
れ

る

と
お

り
、
両

説

の
特

徴

と
相

違

は
、
ご

く
大

ま

か

に

い
え
ば
、
課

税

h

の
所

得

(課
税
標
準
)
の
把

え
方

に
お

い

て
、
前
者

の

場

合
、
源
泉

が

き

わ

め

て
明

確

で
規

則
的

、
周
期

的

に
発

生
す

る
所
得

に
限

る

こ
と

か
ら
、
個

別
的

な

い
し
限
定
的

で
あ

る

の
に
対

し

て
、

後
者

の
場

合
、

こ
れ
と
対

照
的

に
源

泉
、

形
態

、

タ
イ

ミ

ン
グ
等

の
相

違

を
問

わ

ず
、

文
字

ど

お

り

「
包
括
的

」

に
把

え

よ

う
と
す

る
点

に
あ

る
。

こ
れ

を
歴

史
的

な
流

れ

に
お

い

て
み
れ

ば
、
前

者

が
先

進

的
資

本

セ
義

国

と
し

て
の
イ
ギ

リ

ス
、

フ
ラ

ン
ス
、

後
者

が
後

進

資
本

主
義

国

と

し

て
の

ド
イ

ツ
、
ア
メ
リ

カ
を

そ

れ
ぞ

れ
発
祥

の
地

と
し

て
い
る

こ
と
が

示
唆

し

て

い
る
と
お

り
、
源
泉

説

の
方

が
歴
史

的

に
占

く
、

包

括
的

所
得

説

の
方

が
新

し

い
。

こ
う

し

た
前

者

か
ら
後

者

へ
の
見

解

の
変

遷

の
背

景

な

い
し

理
由

は
、

す

で
に
第

一
節

で
も
述

べ
て
お
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い
た

と
お

り
・

基
本

的

・

一
般

的

に
は
、
株

式
会

社

形

式

の
普

及

を

テ

コ
と
す

る
独

占
資

本

主
義

段

階

へ
の
移
行

、

さ
ら

に
は
国
家

の
経

済

過
程

へ
の
介

入

・
規

制

を
特

徴

と
す

る
国
家

独
占

資

本

主
義

へ
の
移

行

に
あ

る
と

い

っ
て
よ

い
。

よ
り
具

体

的

に

い
え

ば
、

こ
う

し

た
資

本

主
義

の
段
階

的

移
行

を
基

本

的

・

一
般
的

な
背

景

と

し

つ

つ
、

た

と
え

ば
実

現

ベ
ー

ス

.
発

生

ベ
ー

ス
を
含

む

キ

ャ
ピ

タ

ル

・
ゲ

イ

ン
の
発
生

と
巨

大
化

、
年

金

、
補

助

金
、

そ

の
他

公
的

給
付

と

い

っ
た
国

家

に
よ

る
再

分

配
的

な

所
得

の
増

大
、

イ

ン

フ
レ
ー

シ

ョ
ン
の
慢

性
化

に
伴

う
名

目
所

得

と
実
質

所

得

の
乖

離

と

そ

の
調
整

の
必
要

性

の
増

大

等

々
が
、

課
税

所

得

の
把

握

上

・
無

視

す

る

こ
と

の

で
き

な

い
大

き

な
問

題

と

し

て
ク

ロ
ー
ズ

ア

ッ
プ

さ
れ

る

に

い
た

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

こ
の
た
あ
、

従

来

の
伝

統
的

な

源
泉

説

で
は
、
課

税
す

べ
き
所

得

を
ト

全

に
把

握

で
き
ず

、
し

た
が

っ
て
、
よ

り

"包
括

的

・
に
所

得

を
把

え
直

す

(た
だ

し
、
無
条
件

に
税
収
増
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い
)
必

要

に
迫

ら

れ

る

に

い
た

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

こ
う

し

て
独

占

資
本

主

義

な

い
し
国

家
独

占

資
本

主

義

と

し

て

の
現

代

で
は
、

そ

の
所

得
税

制

に
お

い
て
、
両

説

が

「
併

用
」

さ

れ
、

あ

る

い

は
よ

り
正

確

に

い
え
ば

、
源

泉

(周
期
)
説

を
包

含

し

つ

つ
、

「
包

括
的

所

得
」

(経
済
力
な

い
し
資
産
純
増
加
)
説

が
、

よ

り
支
配
的

で
基

軸
的

な
課

税
所

得

概
念

と

な

っ
て
い
る
。

も

っ
と
も
、

そ
う
だ

か

ら
と

い

っ
て
、
」
包

括
的

所

得
」
説

が
、
現

代
資

本

主

義
下

の
現

行
所

得

税
制

に
お

い

て
、
実

際

に
も
支
配

的

で

基

軸

的

に
貫

ぬ

い

て
い
る
わ

け

で
は
な

い
。
む

し

ろ
大
幅

に
乖

離

し

て

い
る
と

い
う
方

が
実

態

に
近

い
。
た

と
え
ば

、
「
包
括

的
所

得

」
課

税

の
特

徴

と

さ
れ

る
所
得

捕

捉

の

「
包
括

」
性
、
総

合
性

と
相
反

す

る
分

離

課
税

制
度

(資
産
所
得
が
そ
の
中
心
)
の
広
範

な
存

在

、
累

進

課

税

の
理

念

に
逆

行

す

る
税
率

構

造

の
比
例

税

率
化

(累
進
税
率
構
造
の
形
骸
化
)
、
「
包

括
的

所
得

」
課
税

の
も
と

で
は
存

在

根
拠

を

も

た
な

い

は
ず

の
法

人
税

、
相
続

税

、
財

産

税
、
消
費

税

の
並

存

、
等

々
を

み

た
だ

け

で
も
明

ら

か

で
あ

る
。

こ

の
意

味

で
は
、
四
包
括

的
所

得

」
説

が
現

代

に
お

い

て
、

よ
り
支

配

的

と

は

い

っ
て
も

、

た

ん

に
抽

象
的

な

理

念
上

の
ー

あ

る

い

は
近

代
経

済
学

的

な
課

税
所

得
論

を

め
ぐ

る

学

説
上

の
ー
位

置

づ

け

に
お

い

て
に
す

ぎ
な

い
と
ユ.日
っ
た
方

が
妥

当

で
あ

ろ
う
。
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⇔

「
包
括
的
所
得

(税
)
」

の
概
要
と
問
題
点

「
包

括

的

所

得

(。
。
憂

Φ
§

・・孟

§

量

概

念

は
、

そ

の
主

唱

者

の
名

前

に
因

ん

で
・

シ

ャ

ン

ツ

.
ヘ
イ

グ

.
サ

イ

モ

ン
ズ

(ω
9
き

N出

繊
噸

ω
冒

。
話
)
概

念

レ
」
も
呼

ば

れ

る
が
、

そ

こ

に
共

通
す

る
特

徴

は
、
所

得

の

苞

括

的
L

な
定
義

・
す

な

わ
ち

所
得

を

貨
幣

評
価

が
可
能
な

一
切

の
経
済
力
な

い
し
建

の
.
蒔

点
間

に
お
け
る
純
増
加
と
把
え
る
点

に
あ

る
。
こ
の
た
め
経
済
力

へな
い
し
資
産
)
増

加

説

と

呼
ば

れ

る

こ
と

も
あ

る
。

所
得
と
遜

与

え
、b
れ
た
期
間
中
の

奮

体
の
純
資
産
の
増
加
で
窒

、
「所
得
と
は
.
蒔

点
間
の
個
人
の
経
済
力
の
純
増
加
の
貨

幣
価
値

で
あ

る
」
、
所
得
と
は
、
鞠
ω
消
費

の
権
利
行
使

の
市
場
価
値
、
鰯

首

・
期
末
間
の
保
有
護

佃
理

変
化

の
継

L

(所
得
蒲

費

+
資
産
純
増
)
で
あ

る
と
定
義

さ
れ

て
い

る
。

そ
し

て
、

こ
の
意
味

で
の

「
包

括
的

」
所
得

を

課
税

↑

ス
と

し

て
・

総
合

.
累
進

課
税

を
行

う

と

い
う

の
が
、

「
包
括

的

所
得

税
」

の
理
。念

的

特
徴

で
あ

る
。

こ
う
し

た

「
包
括

的

所
得

」

概

念

の
特
徴

と
意
義

に

つ
い
て
、

あ

る
論

者

は
次

の
よ

う

に
解

説

さ

れ

て

い
る
。

苞

括
的
所
得
税

の
課
税

べ
支

と
な
る
所
得

の
概
Aな

、
.
蒔

点
問

に
お
け
る
経
済
力

の
増
加

と
定
義

さ
れ
ま
す
が
・
そ
の
経
済
力

と

は
希
少
な
経
済
資
源
を
支
配
す
る
能
力

の
こ
と

で
あ
り
、
消
費

に
財
産
権
価
値

の
純
増
分
を
加

え
た
も
の

と
表
現

さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
包
括
的
所
得
税

で
は
、
所
得

の
獲
得
面
な

い
し
源
泉
面

で
は
な
く
、
所
得

の
処
分
面
な

い
し
行
使
面

に
着
目

し
て
・
所
得
が
定
義
さ
れ
・

構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
が
、

}」
れ
は
、
人
び
と
が
所
得
を
獲
得
す

る
の
は
所
得

の
獲
得
自
体

に
目
的
が
あ
る
の
で
は
な

く
・
現
在

に

お
け
る
経
済
資
源

の
支
配

(消
費
)
お
よ
び
将
来

に
お
け
る
経
済
資
源

の
支
配

(財
産
権
価
値
の
純
増

簡
単
に
締

貯
蓄
)
に

こ
そ
目
的
が
あ

る
と
考

え

ら
れ

て
い
る

か
ら

に
ほ
か

な

り
ま

せ

ん
。

し

た
が

っ
て
、

担
税

力

の
指

標

と

な

る
課
税

ベ
ー

ス
の
構

成

に
あ

た

っ
て
も

っ
と
も

重
要
な

}」
と
は
、
経
済
力

(経
済
資
源
の
支
配
力
)
の
増
加

に
毒

す
る
あ
ら
ゆ
る
嬢

の
所
得
を
無
差
別

に
算
入
し
・
し
か

も
そ
れ
ら
を
総

A
口
す
る

}、
と

で
す
。
要
す

る
に
、
包
括
的
所
得
税

は
、
包
括
的
な
所
得

の
定
義

と
そ
れ
ら

の
総
合
所
得

の
多
寡

に
笙

義
的

な
関
心
を
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も

っ
て
い
る

の
で
す

。
逆

に
い
え
ば

、
す

で

に
述

べ
た
よ

う

に
、
所

得
獲

得
面

に
お

け

る
各
種

所
得

の
源
泉

、
形

態
、
実
現

タ
イ

ミ

ン
グ

、

　
　
　

獲

得
方

法

、
経

済
的

性

質

な

ど

の
特

性

ま

た

は
異
質

姓

は
捨

象

さ

れ

る
。
」

み
ら

れ

る
と

お

り
、

「
包
括

的
所

得

」
概

念

が

い
う

「
所

得
」
、
す

な
わ

ち

「
経
済

力

(消
費

+
資
産
純
増
ご

と

は
、
別

の
表

現
を

使

え
ば

(内
容

は
同

一
)・
「
経

済

資
源

を
支

配

す

る
能

力
」

で
あ

り
、
そ
し

て
そ
れ

は

「
現

在

に
お
け

る
経

済
資

源

の
支

配

(消
費
ご

と

「将

来

に
お

け

る
経

済

資
源

の
支

配

(資
産
純
増
)
」
を

包

含
す

る
と

さ
れ

る
。
し

た

が

っ
て
、
課

税

ベ

ー

ス
の
構
成

に
お

い

て
も
、
「
経
済

力

の
増

加

に

寄

与

す

る
あ

ら

ゆ

る
種
類

の
所
得

を
無

差

別

に
算

入
、
総

合

す

る

こ
と
」
、
い

い
か
え

れ
ば

、
「各

種
所

得

の
源

泉
、
形

態

、
タ

イ

ミ

ン
グ
、

獲
得

方
法

・

経

済
的

性
質

な
ど

の
特

性

ま

た

は
異
質
性

は
捨
象

さ
れ

る
」

と

さ
れ

る
。

こ

の
よ
う

に
所
得

と

は
、

現
在

な

ら
び

に
将
来

に

お

け

る
経

済
資

源

の
支

配
力

と

規
定

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
と
、

貨

幣

評
価

が
可

能

な

ー

そ

の
難

易

は
別

と

し

て
1

文

字

ど

お

り

一
切

の

「
経
済

力

」

が
、
所

得

と

し

て

「
包
括

」

さ

れ

る
。

従
来

の
源
泉

(周
期
)
説

が
包

含

し

な
か

っ
た
キ

ャ
ピ

タ

ル

・
ゲ
イ

ン
等

を

課
税

ペ

ー

ス
と

し

て

「
包

括
」

す

る

か
ぎ

り

に
お

い

て
は
、

そ

の

「
包
括

」

性

に

一
定

の
積
極

的

意
義

が

あ

る
も

の
の
、

理
論

的

に
は
、
近

代
経

済

学

を

ベ
ー

ス
と
す

る
所

得

論

の
本

質

的
特

徴

、

す
な

わ

ち

そ

の
無

概

念
性

は
、

こ
こ

に
至

っ
て

一
層

拡
張

さ
れ

て
、

い
わ
ば

頂
点

に
達
す

る
と

い

っ
て
よ

い
。

「
三

位

一
体
」

的
所

得

論

の
極

致

と

い
う

に
ふ
さ

わ
し

い
定
義

と

い
う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

こ
の

「包

括

的
所

得

」
概
念

に
も

と
つ

く
具

体

的

な
所

得

の
定

義

に

つ
い
て
は
、
あ

る
論

者

に
よ

る
手

際

よ

い
整

理

が
あ

る
。
「
包

括

的

所

得
」

を
定

式

で
示

せ
ば
、
所

得

11
消

費

+
資

産
純

増

(支
出
税

の
定
式
、
支
出

(消
費
)
u
所
得

-
資
産
純
増

(貯
蓄
)
を
移
行
し
た
の
と
実
質

同
じ
)
と
な

る

こ
と

は
す

で

に
み

た

が
、

以
下

は
そ

の
具

体
的

な

内
容

を

整

理

し

て
示

し

た
も

の

で
あ

る
。

「
(包
括
的
…

-
引
用
者
)
所

得
税

の
対
象

に
な

る
所

得

は
、
具

体

的

に
次

の
二

つ
の
要

素

の
合
計

か
ら
な

る
。

ω

要
素

所

得
、

所

得

移
転

あ

る

い
は
蓄

積

さ

れ
た
富

か

ら

の
消
費

額

に
、

さ
ら

に
次

の
二

つ
の
消

費
項

目

を
付

加

す

る
。

つ
ま

り

㈱

自

分
自

身

が
使

用

の
た

あ

に
生
産

し
た
財

.
サ

ー
ビ

ス
の
消
費
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㈲

所
有
す
る
耐
久
消
費
財
の
使
用
価
値

②

個
人
的
な
富
の
純
増
。
こ
れ
は
純
貯
蓄
の
蓄
積
や
所
有
財
産
の
価
値
増
加
か
ら
発
生
凱
祝
」
。

}、
れ
を
近
年

の
再
評
価
論
議
を
考
慮
し

つ
つ
、
葦

補
強

し

て
再
整
理
す
れ
ば
、

一
般
的

に

論

者
の
あ
い
だ
で
多
少
の
異
論
が
あ
る
)
次

の

よ
う

に
ま
と

め

ら

れ

よ
う
。

ω

消
費

①
要
素
所
得

(生
産
案

が
受
け
取
る
所
得
で
、
営
業

剰
、
雇
用
者
所
得
な
ど
)
、
移
転
な

い
し
振
替
所
得

(生
産
に
撰

寄
与
せ

ず
、
政
府
や
企
業
々

り
受
け
取
る
所
得
で
、
失
業
給
付
金
、
年
金
、
企
業
負
担
の
福
利
厚
隻

出
、
保
険
料
の
壁

負
担
分

な
ど
付
加
給
付

h.一コ
αq
Φ
げ
Φ
ロ
.
葺

等
)
、
資

産
所

得

な

い
し
財
産

所

得

(利
子
、
配
当
、
地
代
、
賃
貸
料
、
実
現

ベ
ー
ス
の
キ
ャ
ピ
タ
ル

・
ゲ
イ

ン
な
ど
)

か
ら

の
消

費

、
②

自
家

消
費

、
③

所
有

資
産

・
耐

久

消
費

財

の

「
使
用

価

値
」

(持
家
住
宅
を
市
場
家
賃
で
評
価
し
た
帰
属
計
算
上

の
家
賃

.
帰
属
家
賃
な
ど
、
帰
属
所
得

ぎ

薯

8
α
貯
oo
ヨ
①
の
消
費
)

②

資

産
純

増

①

純

貯
蓄

の
蓄

積

(預
貯
金
、
遺
産
、
贈
与
な
ど
)、
②

所
有

資

産

の
価

値
増

加

(発
生

ベ
ー
ス
の
キ
ャ
ピ
タ

ル

・
ゲ
イ

ン
ー

ロ
ス
は
控
除
1
な
ど
)

そ
し

て
、

}」
.つ
し
た

苞

括
的
所
得
」
が
課
税

べ
支

と
し

て

苞

括
L
す
る
具
体
的
内
容
か
ら
、
必
然
的

に
次

の
よ
う
な
租
税
体
系

上

の
結

論

が
導

き

だ

さ

れ

る
。

「
(包
括
的
)
所
得

概

念

の
難

点

(
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
す
ぐ
後

で
紹
介
す
る
-
3ー
用
者
)
が
解
消

さ
れ

れ
ば

、
包

括
的

所
得

税

に
よ

る
所
得

↑

ス
課
税

の
下

で
は
、
法
人
税

は
も
ち

ろ
ん

9

」
と
、
資
産

ス
ト

ッ
ク
の
保
有
税

(財
産
税
や
讐

産
税
)
お
よ
び
移
転
税

(遺
産
税

や
贈

与
税
)
も
存

在

理
由

が
失

わ
れ

る
。
な

ぜ
な

り
、
企

業

へ
の
労
働

供
給

か
ら
生

ず

る

フ
リ

ン
ジ

・
ベ
ネ

フ
ィ

ッ
ト
を
含
む

あ

ら
ゆ

る
種
類

の

労
働
所
得
、
資
覆

有

か
・り
生
ず

る
キ

ャ
ピ
タ

ル

・
ゲ
イ

ン
や
帰
属
家
賃
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
籍

の
資
産
所
得
・
そ
し

て
・
移
転
資
産

の

受
領

が
す

べ

て
課
税

所

得

ベ
ー

ス
に
算

入

さ
れ

、
合
算

さ

れ

る
か

ら

で
あ

る
。
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こ

の
よ
う

に
、

少

な

く
と

も
規

範
的

な
所
得

べ

;

ス
課

税
論

で
は
、
消

費

あ

る

い
は
資

産

ベ

ー

ス
と

の
バ

ラ

ン
ス
と

い

っ
た
税

体
系

論

　
　
　

は
根

拠

を
も

た
な

い
」
。

す

で
に
再

三
指
摘
し
た
と
お
り
、

無
概
念
性
を
そ
の
理
論
的
本
質
と
す

る
所
得
論

に
依
拠
す
る
必
然
的
な
帰
結
と
し

て
、

苞

括
的
所

得
」

に
お
い
て
は
・

そ
の
頂
点
な

い
し
極
致

に
ふ
さ
わ
し
く
、
本
源
的
所
得
と
派
生
的
所
得
と

の
区
別
は
お
ろ
か
、
所
得

と
資
産
あ
る
い

は
所
得
と
消
費
等

々
の
区
別
も
事
実
上
解
消
さ
れ
る
に
等

し
く
な
る
。

ま

っ
た
く
抽
象
的

に

"経
済
的
な
力
"
と
み
な
し
う
る
も
の
で
あ

れ
ば
・

何

で
も

一
切

が

程

済

力

L

の

「純

増

」

と
し

て
、

「
所

得
」

に

苞

括

」

さ
れ

る
か

・り
で
あ

る
。

し

た
が

.
て
、

扇

範
的

L

に

は

・

租

税

体

系

上

・

既

存

の
法

人

税

(
法
人
所

得
は
す

べ
て
個
人

の
所
得

に
醤

す

べ
き
も

の
と
み
な

さ
れ
る
-
-
.ワ、
の
占
{、
後
述

す
る
)
、

財

産

税

(保
有
税
)
・
相

続

・
贈

与
税

(移
転
税
)
、
消
費

税

等

々
は

「
存
在

理

由

が
失

わ

れ
」

て
、
す

べ
て
が

苞

括
的
所

得
税

L

の
も

と

に

「
包

括
」

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
・

し
か

し
、

観
念

的

な

い
わ

ば
論

理

の
自

己
運
動

と
し

て
は
、

こ

の
よ
・つ
に
す

べ

て
の
租
税

を

「
包

括
的
所

得

税
」

と

し

三

括

で
き

た
と

し

て
も
、
実
際

的

な

課
税

を
念

頭

に
、
課
税

標
準

を
只

体

的

に
ど

つ
算

定

す

る
か

と

い
・つ
次
、兀
の
議
論

に
な

る
山
」、

様

々
な
多

く

の

難

点

L

が
発

生

す

る
。

「
包
括
的

所

得

税
」

に
お

け

る
所

得

概
念

が
、

「経

済

力
」

と

み
な

し

つ
る

一
切

の
も

の
を

包
含

す
る
よ
う

に
構
成

さ
れ

て
い
る
た
め

に
、
言

い
か
え
れ
ば
、
所
得
概
念
な

い
し
課
税

↑

ス
が
き
わ
め
て
観
念
的

.
抽
象
的

に
簡
略
化
さ

れ
・
単
純
化

さ
れ

て
い
る
た
め

に
、
多

か
れ
少
な
か
れ
、
い

つ
の
場
合

に
も
付
き
ま
と
・つ
課
税
標
準

の
実
際
的

で
目
　体
的
算
定

に
伴

つ
難

点

」

は
、

か

え

っ
て

い

っ
そ

う
増
大

し
、
煩

雑
化

せ
ざ

る

を
え

な
く

な

る
。

以
下

は
、

内

外

の
多

く

の
論

者

た

ち

に
よ

っ
て
ほ
ぼ
共

通

に
指

摘

さ
れ

て

い
る
と

い

っ
て
よ

い
、

そ
う
し

た

「
難
点

」

つ
」
▼」
で
は
R

.

グ

ー
ド
に
依

っ
て
転
認
)

の
代
表

的

ケ

ー

ス

で
あ

る
。

「
ω

包

括

的
所

得

概

念

で
も

っ
と

も
重

要

な
要

素

は

キ

ャ
ピ

タ

ル

・
ゲ

イ

ン
お

よ
び

キ

ャ
ピ

タ

ル

.
・
ス

で
あ

る

が
、

▼」
れ
、り
は
本

来

は
発

生
時

点

で
評
価

さ

れ
、
課
税

標

準

に
算

入

(ま
た
は
控
除
)
さ
れ

な

け
れ

ば
ぢ

り
な

い
。

し

か
し
、
実
際

問
題

と

し

て

}」
.つ
し

た
取
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扱

い
は
困
難

で
あ

り
、
通

常
、

評

価

.
算

入

が
実
施

さ

れ

る
と

し

て
も
実

現
時

点

に
限

ら

れ

て
い
る
・

こ

の
た
め

キ

ャ
ピ

タ

ル

.
。
ス
の

控
除
制
限
、
資
産
移
転
課
税

で
の
捕
捉
、
累
進
税
率

の
影
響
嚢

和
す
る
た
め

の
特
別
控
除

(ま
た
は
平
均
課
税
法
)
な
ど
の
措
置
が
現
状

で

は
と
ら

れ

て
い

る
。

働

理
論
的

に
は
政
府
か
・り
個
人

(家
計
)
へ
の
移
転
所
得

の
み
な
ら
ず
、

一
般
公
共

サ
壱

ス
も
課
税
標
準

に
算
入

さ
れ
な
け
れ
ば
な

、b
な
い
。

し
か
し
、

雇

公
共

掌

ビ
ス
の
算
入
は
帰
属
お
よ
び
評
価

と

い
う
点

で
不
可
能

に
近

い
。
ま
た
・
移
転
所
得

の
う
ち
現
物
形

態
を
と
る
も

の
は
評
価
が
困
難

で
あ
り
、
現
金
形
態
を
と
る
も

の
も
含
め

て
社
会
保
障
給
付
と

い
う
観
点
か

》b
課
税
擢

に
算
入
さ
れ
な

い
場
合
が
少
な
く
な

い
。

⑧

同
様

に
、
理
論
的

に
は
贈
与

.
遺
産
と

い
う
形

の
無
償
財
産

の
受
取

り
も
課
税
標
準

に
算
入

さ
れ
る
必
要
が
あ

る
が
・
実
際

に
は

財
産
移
転
時

に
贈
与
税
ま
た
は
遺
産
税

(相
続
税
)
の
課
税
対
象
と
さ
れ

て
い
る
。

ω

持
家

か
、b
の
帰
属
家
賃
、
所
有
耐
久
消
費
財
か
ら

の
帰
属
収
益
、
農
産
物
等

の
自
家
消
費
、
家
庭
内

の
家
事

育
児

・
修
繕
等

の

労
働

サ
著
ビ

ス
、
現
物
給
与
な
ど
も
本
来

は
課
税
標
準

に
算
入
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
評
価

の
困
讐

か
ら
多

く

の
場
合
31
課
税

と

さ

れ

て

い

る

。

㈲

一
磐

消
費
と
所
得
獲
得
の
た
め
の
費
用
と
竈

確
に
区
別
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
給
与
所
得
者
や
自
営
業
主
の
所
得
を
合

理
的
か

つ
正
確

に
算
定
す

る
▼、
と
は
容
易

で
は
な

い
。
た
と
え
ば
、
人
的
控
除
、
給
与
所
得
控
除
、
医
療
費
控
除
・
専
従
者
控
除
・
家
事

事
業

混
A
口
支
出

の
控
除
と

い

っ
た
各
種
控
除

の
性
格

が
、
消
費
な

の
か
あ

る
い
は
必
要
経
費
な

の
か
明
確

で
は
な

い
と

い
う
問
題

で
あ

る
。⑥

包
括
的
所
得
概
念

の
塵

に
人
的
資
本
を
含
め
た
場
倉

は
、

キ

ャ
ピ
タ

ル

・
ゲ
イ
ン
や
減
価
償
却

に

つ
い
て
償
却
資
産

と
同
様

の
取
扱

い
が
要
請

さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

蛋

し
た
取
扱

い
は
人
的
資
本

の
特
殊
性
か
ら
試

み
ら
れ

て
い
轟

」
・
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こ
う
し
た

難

点
」

に
逢
着

し

て
・
論
者
た
ち
が
下
さ
れ
る
結
論

は
、
「
支
出
税
」

の
場
合

と
同
様

に
、
「包
括
的
所
得
」
概
念

の
課
税

上

の
実
行

不
可
能
準

部
分
的
な
実
行

は
別
と
し

T

で
あ
る
。
「
包
括
的
所
得
概
念
を
実
際

の
所
得
税

の
課
税
標
準

に
そ

の
ま
ま
用

い

る

こ
と
は
・
以
上

の
よ
う
な
概
至

お
よ
び
税
務
行

政
上

の
難
点
か
ら
奇

能
と

い
わ
ざ

る
を
・な

哩
」
.
「
わ
が
国

に
限
ら
ず
、
包
括
的

　
ロ

　

所
得

税

は
、
税

制

の
歴
史

上

一
度
も

実
現

し
た

こ
と
が

な

い
租

税

と

い

っ
て
よ

い
」
等

々
。

こ
う

し

て
・
「
包

括

的
所

得

(経
済
力
な
い
し
資
産
増
加
ご

説

は
、
い
わ
ば

理
念

上

は
、
現

代

の
所

得
課
税

に
お

け

る
所

得

概
念

に

つ
い

て

の
よ

か
支

配
的

学
説

立

応

い
い
う

る
と
し

て
も

、
現

行

の
所

得
税

制

の
実

態

は
、
そ

の
理
念

か
・り
大

幅

に
乖
離

せ
ざ

る
を

え
な

い

甲」
と
、

そ
し

て
実

際

に
も

そ
う

で
あ

る

こ
と

は
繰
返

し
指

摘

す

る
ま

で
も

な

い
。

こ
れ
も

、

す

で
に

「
支
出

税
」

の
検

討

の
際

に
述

べ
た

の
と
基

本
的

に
同
様

に
・
そ
の
理
論
的

(概
念
上
)
あ
る

い
は
技
術
的

(税
務
行
整

)
な
未
篇

の
た
め
と
い
・つ
よ
り
は
、
近
年

の
再
評
価

(東

)

論
議

に
み
ら
れ
る
理
論
的

不
毛
性
1

「
支
出
税
」
苞

括
的
所
得
税
L
も
、
提
唱
当
初

に
は
、
そ
れ
な
り

の

一
定

の
積
極
的
意
義
を
も

.
て

い
た
ー

に
由
来

し

て
い
る
と

い
う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

つ
ま

り
、
「
支
出

税

」
か

そ
れ

と
も

「
包

括
的
所

得

税
」
か
、
ど

ち

ら
を
課

税

ベ

ー

ス

と
し

て
選
択
す

る
か
・
そ

の
優
位
性
を

い
わ
ば
.
著

択

函

に
議
論
す

る
論
法
、
し
た
が

・
て
、
す

べ
て
課
税

↑

ス
を
ど
ち

り
か

万

に
事
実
上
包
括

な
い
し
包
含

し

て
し
ま
お
う
と
す
る
論
法
、

こ
の
元
来
理
論
的

に
も
実
際
的

に
も
舞

な
論
法

(あ
る
い
は
論
理
)

へ
の
固

執
・

そ
し

て

こ
れ

と
不
可

分

な

観
念
的

・
抽
象

的

な
訟蝿

の
自

己
運

動

が
、

当

然
行

き
着

く

べ
き
帰
結

と

い

っ
て
よ

い

で
あ

ろ
.つ
。

(な
お
・
こ
う
し
た
抽
象
的
な
課
税
慧

と
課
税
実
態
と
の
乖
離
を
生
み
だ
す
霧

な

函

と
し
て
、
広
範
な
課
税
優
遇
措
置
の
存
在
兆

と
.凡
ば
、
分

離
課
税
制
度
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
・
国
家

の
本
質
が
総
栞

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
必
然
的
に
生
み
だ
さ
れ
る
大
資
本
魑

の
肇

的
特
別

措
置
1

も
挙
げ

な
け
れ
ば

な
ら
な

い
が
、
議
論

の
次

.兀
を

や
や
異

に
す

る
問
題

な

の
で
、
こ

の
占
だ

つ
い

て
は
課
税

原
則
と

し

て
の
公
平
論
を
検
討

す

る
際

に
取

り
上

げ

る
)
。
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㊨

具
体
的
改
革
案
と
そ
の
難
点

▼し
う
し
た

「
包
括
的
所
得
税
」

に
立
脚
し
た
目
葎

的
な
税
制
改
革
提
案

の
袋

的
例

と

さ
れ

て
い
る
の
が
・
す

で
に
前

に
も
指
摘
し

て

お

い
た
と
お
り
、

カ
ナ
ダ

の
空

タ
轍

割

(
冗

六
六
年
)
と

ア
メ
リ
カ
財
務
省
偽

(
充

八
崇

)
で
あ

る
・

カ

ー
タ
臨
報
告
は
、
そ
の
立
脚
す
る

苞

括
的
所
得
L
に

つ
い
て
、
「
課
税
年
度

に
課
税
単
位

に
よ

っ
て
消
費

さ
れ
た
り
処
分
さ
れ
た
り

す
る
財
貨

.
サ
ー
ビ

ス
の
市
場
価
値
と
、
保
有

さ
れ
る
資
産

の
市
場
価
値

の
年

々
の
変
化

の
A
繕

と
定
義
し
・

そ
れ
に

よ
る
課
税

↑

ス
と

し

て
次

の
六
項

目

(年
間

の
ゲ
イ
ン
か
ら

ロ
ス
擦
除
)
を
挙

げ

て
い

る
。

「ω
個
人
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

②
有
形

.
無
形
資
産
の
処
分

鰹

与

・
遺
産
の
受
取
り

㈲
予
想
外
の
収
入

㈲
有
形

無

形
資
産

の
所
有

⑥

こ
れ
ら

の
い
ず
れ
か

の
組
A
毯

」
・

そ

の
骨

子
を

も
う
少

し
具

体
的

に
整

理
す

れ
ば

、

以
下

の
よ
う

に
要
約

で
き

る
。

1

課

税

ベ
ー

ス

ω

雇

用
者
所

得

賃

金

、
俸

給

、
賞

与
等

の
ほ
か
、

雇
用

主
負

担

の

フ
リ

ン
ジ

・
ベ
ネ

フ
ィ

ッ
ト
を
含

め

る
・

②

資

産
所

得

利

子

、
配
当

、
賃
貸

料

な

ど

イ

ン
カ

ム

・
ゲ
イ

ン
に
加

え
、
塵

売
却

に

よ
る

キ

ャ
ピ

タ

ル

.
ゲ

イ

ン
を

含

あ

る

(た

だ
し
税
務
行
政
上
の
理
由
に
よ
り
実
現
時
点
に
限
定
)。

㈹

事
業
所
得

明
確
な
企
業
会
計
原
則

の
適
用
に
よ
り
、
準
備
金
、
引
当
金
等
整
理
。

ω

政
府

か
ら

の
移
転
所
得

課
税

ベ
ー
ス
に
算
人
。

⑤

個
人
退
職
年
金
拠
出

(貯
蓄
)

犠

な
控
除
限
度
を
設
け
た
う
え

で
、

拠
出

の
特
別
控
除
承
認

(例
外
と
し
て
支
出
税
的

な
取
り
扱

い

)
。

㈲

帰
属
所
得

評
価
困
難
を
理
由
に
非
課
税
。
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m

法
人
所
得

法
人
所
得
は
す

べ
て
個
人
株
主
所
得

に
帰
属
さ
せ
、
し
た
が

.
て
法
人
税
は
個
人
所
得
税

の
段
階

で
完
全
控
除
を
認

め

る

(「
二
重
課
税
」
の
調
警

暑

舞

雪

あ
る
い
は
両
所
得
税

の
完
全
な
統
合

幕

・・
尋

。
コ
方
式
採
用
)
。

⑧

遺
産

・
贈
与

課
税

ベ
ー
ス
に
算
入
。

ロ

　
　
　
　

「
裁
量
的
経
済
力

(所
得
三

総
所
得
か
ら
最
低
生
活
費
の
ほ
か
固
定
的
な
非
董

的
支
出
を
控
除
し
た
残
額
)
へ
の
比
例
課
税

(税
率
H
比
例

税
率

×
蟄

的
所
得
割
合
)・

こ
の
主
旨

に
の

っ
と

っ
て
、
最
高
限
界
税
率

の
大
幅
引
下
げ

(八
・
か

り
五
・
%
へ
)
と
累
進
度

の
緩
和
を

　

る

む

つ
い
で
・
苞

括
的
所
得
税
」

に
立
脚
し
た
具
体
的
改
革
案

の
も
う

;

の
代
表
例

と
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
ヵ
財
務
省
報
告

で
は
、
「
公

平

」

「
中
立

性

」

「簡

素

」

を
基

準

(課
税
原
則
)
と

し

つ

つ
、

次

の
三

点

が

そ

の
特

徴
的

な
骨

子

と

さ
れ

て
い
る
。

ω

個
人

・
法
人
書

む
課
税
優
遇
措
置

の
廃
止

に
よ
る
課
税

べ
よ

の
拡
大
良

期
キ

ャ
ピ

タ
ル

・
ゲ
イ

ン
課
税

の
適
正
化

(六
。

%
免
除
制
度
の
廃
止
)
・
支
払
利
子
控
除

の
制
限
、
州

地

方
税
控
除

の
廃
止
、
州

地

方
債
利
子

の
非
課
税

の
制
限
な
.b
び
に
投
資
税

額
控

除

・
早

期

コ
ス
ト
回
収

制
度

、
特

定

産
業

向

け
優

遇
措

置

の
廃

止

な
ど

。
た
だ

し
、
個

人

退
職

年
金

(-
R
A
)
に

つ
い

て
は
特

別

の
拠
出
控

除

。

別

税

率
構

造

の

フ
ラ

ッ
ト
化
-

個

人
所

得

税
率

に

つ
い
て
は
、
最

高

税
率

の
大

幅

引
下

げ

と
。フ
}フ
ケ

ッ
ト
数

の
整

理
統
A
口
に

よ
る
簡

素
化
・
法
人
所
得
税
率

に

つ
い
て
は
、
軽
度
累
進
的
な
税
率
構
造
を
比
較
的
低
率

の
フ
一・
ッ
ト
税
率

に

天

化
し
、
あ
わ
せ
て
支
払

配
当

の
二
重

課
税

調

整

の
た

め
支
払

配
当
控

除

制
度

を
導

入

。

鋤

イ

ン

フ

レ
調

整

に
よ

る
課

税

所

得

の
実

質

的

把

握

-

課
税

最

低

限

、

ブ

ラ

ケ

ッ
ト
、

キ

ャ
ピ

タ

ル

・
ゲ

イ

ン
評

価

、

受

取

.

支
払
利
子

・
減
価
償
却

↑

ス
、
在
庫
評
価
な
ど
、
課
税
所
得
算
定

の
構
成
要
素

に
イ

ン
デ
ク
セ
↓

.
ン
を
原
則
的

に
採
用
す
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表2主 要国の所得税率の変遷

分 日 本 ア メ リカ イ ギ リス ド イ ツ フ ラ ン ス

1980年 10 14 25 22 5

1992年 10 15 25 19
一

1980年 75 70 83 5fi
㎝}

53

5

60

ai

1茎1

司12」

1992年 50 31 40

1980年 19 15

-_レ_____
'3

11

　一}

-

r}一 　
1992年 」1

一鼎 一

1

-.一一(注)

区

最 低 税 率

C%)

最 高 税 率

C/)

税率の刻み数

(注)ド イッの場合 は,方 程式 による線型累進税率採用。

出所:大 蔵省 『日本の税制』,1992年 度版,財 経詳報社,245・247頁 。

る
。

こ
う
し
た

「
包
括
的
所
得
税
」

に
立
脚

し
た
税
制
改
革
プ

ラ
ン
に
は
、
多
く

の
問
題
点

な

い
し
難
点
が
含

ま
れ

て
い
る
が
、
以
下

で
は
、

い
く

つ
か

の
主
要

な
点

に
か
ぎ

っ
て
簡

潔

に
指
摘
し

て
お
く
。

ま
ず
第

一
は
、
税
率
構
造

に
関
し

て
で
あ
る
。
両

プ
ラ

ン
に
共
通
し

て
い
る

こ
と
は
、

一
言

で
い
え
ば
税
率
構
造

の

フ
ラ

ッ
ト
化
、

い
い
か
え
れ
ば
比
例
税
率
化

へ
の
志
向
と

い

っ
て
よ
い
が
、

こ
れ
は
す

で
に
み
た

「
包
括
的
所
得
税
」

の
重
要
な
理
念

の

一
要
素
を

な
す

は
ず

の
累
進
税
率
課
税
と
、

そ
れ

に
よ
る
公
平
課
税

の
推
進
と

い
う
こ
と
と
明
ら
か

に
矛
盾
し

て
い
る
こ
と

で
あ

る
。

そ
の
具
体
的
な
様
相

は
、
表
2

に
も

み
ら
れ
る
と
お
り

で
あ
る
。
「包
括
的
所
得
税
」
の

理
念
と
そ
れ

に
立
脚
し
た
改
革
プ

ラ

ン
が
、
各
国

に
お

い
て
ど

の
程
度
意
識
的

に
応
用
さ

れ
た
か

い
な
か
は
別
と
し
て
、

こ
う
し
た
税
率
構
造

の

フ
ラ

ッ
ト
化

は
、
近
年

の
国
際
的

な
税
制
抜
本
改
革

の

一
環
と
し

て
、

現
実

に
主
要
先
進
資
本
主
義
国

で
ほ
ぼ
共
通

に
実
施

さ
れ
た
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
。
も

っ
と
も
最
高
税
率

の
大
幅
な
引
下
げ

(六
〇
～

八
〇
%
か
ら
五
〇
%
以
ド

へ
)
と
ブ

ラ
ケ

ッ
ト
の
整

理

(十
数
ヶ
か
ら
数
ケ
へ
)
が
実
施

さ
れ

て

も
、
な
お

一
応
形
式
上

は
、
累
進
課
税

の
税
率
構
造

そ
の
も
の
は
最
低
限
維
持

さ
れ

て
い

る
と
い
え
な
く

は
な
い
。

し
か
し
、

こ
れ
ほ
ど
大
幅
な

フ
ラ

ッ
ト
化
は
、
実
質
的

に
は
累

進
税
率
構
造

の
骨
抜
き

(比
例
税
率
化
)
と
い

っ
て
よ
く
、
あ
る
い
は
少

な
く
と
も
累
進
課
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税

の
推
進

.
強
化
と

い
う
方
向
か
ら
す
れ
ば
、
大
幅
な
逆
行
な

い
し
後
退

で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、

そ
の
意
味

で

「包
括
的
所
得

税
」

の
本
来

の
理
念
と
背
馳
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と

は
明
ら
か

で
あ
る
。
法
人
税
率

の
よ
り

一
層

の

フ
ラ

ッ
ト
化
と
税
率
引
下
げ

の
提
案

も
、
基
本
的

に
は
同
様

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し

て
、
税
率
構
造

の

「簡
素
化
」
や
租
税

の

「
経
済
的
中
立
性
」
を
根
拠
な

い
し
理
由
と
し

て
、

こ
の
矛
盾
を
正
当
化
す

る

　
ド

　

議
論

が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
論
点
を
別
次
元

に
移
し
替
え
た
に
す
ぎ
ず
、

い
わ
ば
多
元
論
的
な
論
点

の
す
り
替
え
1
公
平
論

以
外

の
論
点
を
も
ち
だ
し

て
正
当
化
す
る

と

い
う

べ
き

で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
従
来

の
高
く
急
激
な
累
進
度
が
、
高
額
所
得
者

の

「広
範
な
租
税
回
避
行
動
」
や

「節
税

.
脱
税

の
増
加
」
を
生
み
、
そ
の
結
果
、
高

い
累
進
度

は
す

で
に
事
実
上
名
目
化
し
、
あ
る
い
は
実

質
的

に
は
累
進
性
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
理
由

と
し

て
、

こ
の
矛
盾
を
正
当
化
す
る

(
フ
ラ
ッ
ト
化
は
、
包
括
的
所
得
税
の
理
念
と
必

　
の

　

ず
し
も
矛
盾
し
な
い
と
す
る
)
議

論

も

あ

る
。
だ

が
、

こ
れ

も
論
点

の
す

り
替

え
と

い
う

ほ
か

な

い
。
「
租
税

回
避
行

動
」

や

「
節
税

・
脱
税
」

の
増

加

と
横

行

は
、

徴
税

管

理
体

制

の
強
化

、

な
ら

び

に

「
租
税

回
避

」

を

可
能

と
す

る
租

税

優

遇
措

置
廃
止

の
必

要

理
由

で
は
あ

り

え

て
も

、
累

進

度

緩
和

と

フ
ラ

ッ
ト
化

を
正

当
化

す

る
理
由

に
は
何

ら

な
り

え

な

い
か
ら

で
あ

る
。

両

者

は
次
元

を
異

に
す

る
問
題

だ

か
ら

で
あ

る
。

第

二

は
、

課

税

ベ

ー

ス
の
拡

大

に
関
し

て

で
あ

る
。

最
高

税
率

の
大
幅

引

下

げ
と

累
進

度
緩

和

を
内

容

と
す

る
税
率

構

造

の

噛
フ
ラ

ッ

ト
化

」

は
、

累

進
課

税

の
強

化

に
逆

行

す

る
も

の

で
あ

る

こ
と

は
先

に
指

摘

し

た
と

お
り

で
あ

る
が
、

と

り
わ

け

こ
れ

は
、
高
額

所
得

層

に
た

い
す

る
大
幅

減

税

と
高

額
所

得

へ
の
累
進

制

適

用

の
事
実

上

の
廃

止

を
意

味

す

る
と

い

っ
て
よ

い
。

こ
う
し

た

「包

括
的

所

得
税
」

の
本

来

の
理

念

に
逆

行
す

る

「
フ
ラ

ッ
ト
化

」

を
正

当

化

す

る
根
拠

の

一
つ
と
も

さ
れ

る

の
が

(と
い
う
よ
り
最
大

の
根
拠
と
い
っ
た
方
が
い

い
か
も
し
れ
な
い
)、
「
包
括

的

所

得
税

」

の
も

う

一
つ
の
理

念
、
と

い
う

よ

り

そ

の
中

心
的

理
念

と

も

い
う

べ
き
課

税

ベ
ー

ス
の
拡

大

(「包

括
」
化
)
で
あ

り
、
あ

る

い
は

こ
れ

と

の

セ

ッ
ト
論

で
あ

る

(も

っ
と
も
、
税
率

の
フ
ラ
ッ
ト
化
そ
れ
自
体
が
、
上
述

の
意
味

で
、
高
額
所
得
に

つ
い
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て
課
税
ベ
ー
ス
を
事
実
上
縮
少
す
る
と
い
う
自
己
矛
盾
も
含
ん
で
い
る
の
だ
が
)。

つ
ま

り
、
「
包
括

的

所
得

税

」
の
中

心
的

理
念

の
具
体

化

と
も

い

う

べ
き
課

税

ベ
ー

ス
の
拡

大

は
、

主

と
し

て
高

額
所

得

階

層

に
利

用

さ
れ

て
い

る
優

遇
措

置

を
廃

止

す

る

こ
と

で
あ

る
か
ら
、

こ
れ

に
よ

り
税
率

フ
ラ

ッ
ト
化

の
影

響

は
相

殺

さ
れ

て
、
現

行
税

制

に
お

け
る
累

進

課
税

(な
い
し

「垂
直
的
公
平
」
)
は
ほ

ぼ
確

保

さ

れ
、
し

た

が

っ

て

こ
の
意

味

で
、

全
体

と

し

て
み
れ
ば

フ
ラ

ッ
ト
化

は
必

ず

し
も

「
包

括
的

所
得

税

」
本

来

の
理
念

を

な
す
累

進
課

税

に
背
馳

す

る
も

の

(
19

)

で
は
な

い
と

い
う

の

で
あ

る
。

だ

が
、

こ
の
論

法
も

あ

る
種

の
論
理

の
す

り
替

え

と

い
う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

累
進

税
率

課

税

と

い
う

こ
と
と
、

課

税

ベ
ー

ス
の
拡

大

と

い
う

こ
と
は
、

理
論

的

に

は

一
応

別
次

元

の
問

題

と
考

え

る

べ
き

だ
か

ら

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

も

し

「
包
括

的

所
得

税
」

の
理
念

を

一
貫

し

て
税

制

に
貫

く

の

で
あ

れ
ば
、

少

な
く

と

も
累

進
税

率
構

造

は
現
行

を
維

持

し

た
う

え

で
、

あ

る

い
は
む

し

ろ

}
層
強

化

し

た
う

え

で
、

課
税

ベ

ー

ス
を

拡
大

す

る
ー

特

別
措

置

等

に
よ
り
不

当

に
欠

落

し

て
い

る
所

得

を
課

税

ベ
ー

ス
と
し

て

「
包

括
」

す

る
ー
も

の
で

な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。

と

い
う

の

は
、

国
民

(個
人
、
法
人
含
め
)
間

の
所

得

格
差

、

な

ら
び

に
そ
れ

と
事
実

上
有

機

的

に
連
動

し

た
資

産

格

差

は
、
傾

向

的

に
拡
大

し

て
い
る

の
が
実

態

必

然
的

傾

向
性

だ

か

ら

で
あ

る
。
最

低

限

こ
う

い
う
内

容

を
中

心

に
含

ん
だ
も

の
で

な

け

れ
ば
、

お

よ
そ

「
包
括

的

所
得

税

」

の
理
念

に
立
脚

し

た
税

制

改
革

プ

ラ

ン
と

称
す

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

先

に
紹
介

し

た
と
お

り
、

個

人

・
法

人

を
含

む
特

別

優
遇

措

置

の
廃
止

に
よ
る
課

税

ベ
ー

ス
の
拡
大

の
目
パ体
的

事

例

に
み
ら

れ

る
よ
う

に
、

所

得

の

「
包

括

的
」

把

握

に
は
、

部
分
的

、
個

々
的

に
は
首

肯

し

う

る
多

く

の
も

の
を

含

ん

で
い
る
が
、

同
時

に
他

方

で
、
個

人

退

職

年

金
拠

出

の
特

別
控
除

(高
額
所
得
層
に
利
用
率
が
集
中
)、

キ

ャ
ピ

タ

ル

・
ゲ
イ

ン
課
税

に
お

け

る
実

現

ベ
ー

ス
限

定

な

ど
、
相
矛

盾

す

る
も

の
も
混

在

し

て
い
る
。

こ
う

み

て
く

る
と
、

や

や
極

論

の
嫌

い

は
あ

る
が
、

改
革

プ

ラ

ン
の
具
体

的

な
内

容

は
、

「
包
括

的
所

得
税

」

論

に
立
脚

し

た
も

の
と

さ

れ

て
い
る

に
も

か
か

わ

ら
ず

、
実

際

に
は

「
包

括

的
所

得

税
」

の
理
念

で
基

本
的

に

ほ
ぼ

一
貫

さ
れ

て
い
る

と

い
う

よ
り

は
、
多

元

的

な

理
念

な

い
し
論

法

に
よ

る

モ
ザ

イ

ク
的

継

接

と
呼

ん
だ
方

が

む
し

ろ
正

確

に
近

い
よ
う

に
思

わ

れ

る
。
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表3法 人税 における税負担調整の態様

国

ヨ[

ア メ

ド

フ

カ

潤 法人段階 法人間配当 個人株宅段階

法 人税率37.5% 80%(持 株 割 合 配当所得を上積みと
25%以 上 の場 合 して総合 し,課 税総
100%)益 金不 算入 所 得 金 額1,000万 円

本
ま で は,受 取 配 当 の
10%,LOOO万 円 を

超える部分 は5%を
税額控除する。

法人税率34% 持株 比 に 応 じ 総合課税
メ リ カ (基本税率) 70～100%益 金 不

算入

法人税率33% 全額益金不算入 受 取 配 当額 とそ の
25/75を 課 税 所 得

ギ リ ス に算入 し,受 取配当
額 の25/75を 算 出
税額か ら控除す る。

法人税率 個人株主(右 欄) 受 取 配 当額 とそ の
留保分50% と同 じ 36/64を 課 税 所 得

イ ツ 配当分36% に算入 し,受 取配当
額 の36/64を 算 出
税額か ら控除す る。

法人税率33%% ①原則:個 人株主 受 取 配 当額 とそ の
(右欄)と 1/2を 課税所得に

同 じ 算入 し,受 取配当額
②子会社から受け の1/2を 算出税額

取 る配 当 につ い か ら控 除 す る。
て は,益 金 不算

!な お
,受 取 配 当'

入 に つ い て は,

ラ ン ス 公社 債 利 子 と
併せて 独 身 者
で 年8,000フ ラ

ン,夫 婦 者 で年
16,000フ ラ ン を

限度 として所得
控除が認 められ

、る 。.

法人税率38%全 額益金不算入 受取配当額 にその4
(州法人税額控除 分 の1を 加算(グ ロ

ナ ダ
後 の 税 率,基 本1ス ア ップ)し た額 を
税率 は28%)1課 税所 得 に算入 しグ

!pス ァ ップ した額 の

13分 の2を 算 出税 額

1[塑 控除する・

概算の配当税額控
除あり

調整を行わない

ヨシテ
ユピ

式
ン
方

イ

ン

イ ンピュテー シ ョ
ン方式(二 段階 税

率 方式 を併用)

ヨシテ
ユピ

式
ン
方

イ

ン

ヨシテ
ユピ

式
ン
方

イ

ン

出所:国 税庁編 『日本の税制』1993年 度版,263頁 。
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第

三

は
、
法

人

課

税

に
関

し

て
で
あ

る
。
す

で

に
み
た

と
お

り
、
「
包

括

的
所

得

税
」

の
も

と

で
は
、
法

人

(株
式
会
社
)
に
は
独
自

の
担

(
20

)

税
力
は
な
く
、
法
人
所
得

は
す

べ
て
個
人
所
得

に
帰
属
す

べ
き
も

の
と
み
な
さ
れ

て
お
り
、
し
た
が

っ
て
理
念
上

は
独
自

の
法
人
税

の
存

在
根
拠

は
な
く
、
し
た
が

っ
て
ま
た
法
人
税

が
現
存
す
る
場
合

は
、
個
人
所
得
税

と
の

塑
二
重
課
税
」

の
調
整
が
必
要
と
さ
れ
る
。

い
い

か
え
れ
ば
、
法
人
擬
制
説
-
統
合
説

(統
合
型
法
人
税
)
の
立
場

に
基
本
的

に
た

っ
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
。
因

に
こ
れ
と

い
わ
ば
対
極
を

な
す

の
が
、
法
人
実
在
説
ー
分
離
説
な

い
し
独
立
説

(分
離

・
独
立
型
法
人
税
)
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

上
述

の
両
プ
ラ
ン
で

は
、
カ
ー
タ
ー
報
告
が
個
人
所
得
税

の
段
階

で
の
法
人
税

の
完
全
控
除
を
、
ま
た
米
財
務
省
報
告
が
法
人
税

に
お
け
る
支
払
配
当
控
除

(
た

だ
し
未
実
施
)
を
提
案
し

て
い
る

こ
と
は
先

に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
点

で
現
行

は
、

ア
メ
リ
カ
を
例
外
と
し

て

(た
だ

し
、
法
人
間
配
当
に
つ
い
て
は
益
金
不
算
入
制
あ
り
)
、
な
ん
ら
か

の

「
二
重
課
税
」
の
調
整
方
式

の
採
用
が
国
際
的
な
大
勢
と
な

っ
て
い
る

(表

3
、
参
照
)。

問
題
な

の
は
、

こ
う
し
た
内
容

の

「
二
重
課
税
」

の

「
調
整
」
(そ
の
代
表
的
な
態
様
は
、
法
人
税
が
存
在
す
る
場
合
、
法
人
税
を
個
人
所
得
税

の
た
ん
な
る
源
泉
徴
収
機
構
と
し
て
取
扱
う
)
は
、
現
代
資
本
主
義
下

の
法
人

・
株
式
会
社

の
実
態
か
ら
ま

っ
た
く
遊
離
し
た
非
現
実
的
な
方

式

で
あ

る
こ
と

で
あ
る
。

こ
の

「
調
整
」
方
式

の
理
論
的

ベ
ー
ス
と
な

っ
て
い
る

の
は
、
事
実
上
、
法
人
擬
制
説
と
い

っ
て
よ

い
が
、
す

な
わ
ち
法
人

に
は
独
自

の
担
税
力
は
な
く
、
法
人
所
得
は
す

べ
て
個
人

(株
主
)
に
帰
属
す
る
と
み
な
す

の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
例

え
ば
、

現
代
株
式
会
社

の
益
金
処
分

の
実
態
を

み
た
だ
け

で
も
、
そ

の
非
現
実
性

は
明
白

で
あ
る
。
例
え
ば
、

わ
が
国

の
場
合

で
み
て
も
、
法
人

の
益
金
処
分

の
内
訳

(
一
九
九

一
年
分
、
利
益
計
上
法
人
)
は
、
役
員
賞
与
、
法
人
税
額
、
そ
の
他

の
社
外
流
出
を
除

い
た
残
額

の
う
ち
、
支

(
21

)

払
配
当
分
が

一
九

・
五
%
、
社
内
留
保
分
が
八
〇

・
五
%
と
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
実
と
実
態

の
う
え

で
実
施
さ
れ
る
個
人
株
宅
段
階

で
の
課
税

の

「
調
整
」

に
、
さ
ら
に
法
人
間
配
当

に
お
け
る
益
金
不
算

入
制
を
加
え
考
慮
す
れ
ば
、

こ
う
し
た

「
調
整
」
方
式
な

い
し

「
統
合
」
方
式
な

る
も

の
は
、
中
小
法
人

や
個
人
企
業

に
た
い
し
て
大
法
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人

を

、

あ

る

い
は
勤
労

性

所
得

に
た

い
し

て
資

産
所

得

と

し

て
の
配

当

を
、

課
税

上
特

別

に
優

遇
す

る
租
税
特

別
措

置
と

し

て
の
意

味

を

実

質
的

に
有

す

る
と

い
わ

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
で
あ

ろ
う
。

し

た

が

っ
て
ま
た
、

課
税

ベ
ー

ス
と
し

て
本
来
当

然

「
包
括
」

す

べ
き

も

の

を

事
実

上

脱

落
な

い
し
侵

蝕

(Φ
「O
ω一〇
コ
)
さ
せ

る
方

式

、
あ

る

い
は

そ
れ

を
税

法

(制
)
上

正
当

化

す

る
方
式

で
も
あ

る
。

こ

の
意

味

に
お

い

て
、
「
包
括

的

所
得

税
」

の
理
念

そ

の
も

の

に
も

矛
盾

す

る
と

い
う

ほ
か

な

い
。
現
代
法

人

の
担

税

力

の
実
態

、
さ
ら

に

は
法
人

間

に
お

け

る
所

得

格
差

の
拡
大

傾

向
を

ふ
ま

え
れ

ば
、
本

来

な

ら
、

法
入

税

も
重

要

な
独

甑

の
租
税

と

し

て
、

超
過
累

進

課
税

を
行

う

こ
と

こ
そ

が

提
起

さ
れ

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

第

四

は
、
資

産
保

有

課
税

(財
産
税
)

に
関

し

て

で
あ

る
。

経

済
力

(資
産
)

の
純
増

と

い
う

の
が

「
包
括
的

所

得
」

の
理
念

で
あ

る
か

ら

、
相
続

・
贈

与

は
原

則

と

し

て
当
然

に
課
税

ベ

ー

ス

に
算

入

さ

れ

る
が
、

一
般

的

な
資
産

(と
地
、
有
価
証
券
ほ
か
)
の
保

有

(個
人
、
法

(
22

)

人
含
め
)
そ

の
も

の

へ
の
課

税

は
、
法
人

税

同
様

に
存
在

理
由

は
な

く
な

る
と

い
う

の
が
、

「
包

括
的

所
得

税
」

の
理
念

の

一
帰
結

で
あ

る

こ
と

は
前

に
も
指
摘

し

た

と
お

り

で
あ

る
。

し

か
し

、
こ
れ

ま

た
現

実

に

は
、
資
産

の
保

有

は
現
代

資
本

主

義
下

の
有
力

な

担
税

力

と
し

て
無

視

で
き

な

い
実

態

に
あ

り
、
し

か
も

、

資
産

保

有

の
格

差

は
、
個

人

間

に
お

い

て
も

法
人

間

に
お

い
て
も

、
所

得

格
差

以
上

に
拡
大

傾

向

に
あ

る

こ
と

か
ら
、

十
分

不
↑

分

は
別

と

し

て
何

ら

か

の
資

産
保

有

課

税

(財
産
税
)
が

、

い
ず

れ

の
諸

国

に
も
現

存

し

て
い
る
。
そ

の
最

も
代
表

的

な
税

目

が
、
表

4

に
み
ら

れ

る
富

裕

税

≦
8

一3

冨
×

(資
産

の
種
類
を
問
わ
ず
、
保
有
者
ご
と
に
総
資
産
ー
総
負
債

ー
純
資
産
を
課
税
標
準
と
し
て
課
税
)

で
あ

る
。

わ
が
国

で

は
、
シ

ャ
ウ
プ
勧
告

に
よ

っ
て

一
九

五
〇

年

に
導

入

さ
れ

た
が
、
わ

ず

か

三
年

で
廃
止

さ
れ
、
現

行

の
保
有

税

と

し

て
は
、
地
価

税

(国
税
)

固
定

資

産
税

、

都
市

計
画

税

、
特

別

土
地

保

有
税

(地
方
税
)

の
み

に
す

ぎ

な

い
。

と

こ
ろ

が
、
先

に
指

摘

し

た
と

お

り
、
「
包

括
的

所

得
税

」

の
観
点

か

ら

す
れ

ば
、
新

規

に
保

有

す

る
分

は
資

産

純
増

と

し

て
課
税

対
象

と

な

り
う

る

が
、
既

保
有

分

に

つ
い

て
は
、
差

し

当

た

り

そ

の
理
念

h

、
課

税

ベ
ー

ス
か
ら
脱

落

す

る
。
し

た
が

っ
て
、
こ
の
点

を

カ

バ

ー



42商 経 論 叢 第29巻 第2号

し

よ
う
と
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
保
有
税

に
よ

っ
て
補
完
す
る
必
要

が
生
ず
る
。
し
た
が

っ
て
そ
れ
は
、
「
包
括
的
所
得
税
戦
略
が
最
終
的

に

(
23

)

実

現
す

る
ま

で
の
比

較

的
長

い
移
行

期

に
、

補

完
税

の
役

割

を
与

え
ら

れ

る
」

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

し

か
し
、

現

代
資
本

主

義

の
も

と

で
、
資
産

の
保
有

が
ま

す

ま
す
少

数

の

一
極

に
偏
在

し
、
し

か
も

富

と
経
済

力

の
象

徴

的

な
存
在

形
態

と

な

っ
て
い
る

に
も
か

か

わ
ら
ず

、

「
包

括
的

所
得

税

」
論

の
も

と

で
は
、
資
産

保

有

課
税

が

た

ん
な

る
補
完

的

な

位
置

ー
消

極

的
な

性
格

と
位

置

1

し
か
占

あ

え
な

い
と

い
う

こ
と

は
、

そ
れ

を
め

ぐ

る
議

論

も
、

事
実

上

補
完

的

で
第

二
義

的

な

も

の
と

し

て
、
多

か

れ
少

な

か
れ
軽

視

さ

れ
が

ち
と

な
ら

ざ

る
を

え

な

い

こ
と
を

意
味

す

る
。

ま
た

ひ

い
て
は
、

大
資

産

の
保

有

に
た

い
す

る
軽
減

課

税

な

い
し
非

課
税

の
現

行

税
制

を
、

多

か
れ
少

な
か

れ

放
任

す

る
客

観
的

役

割

を
果

す

こ
と

に
も
通

じ

か

ね
な

い
。

こ
れ

ま

た
、

課
税

ベ

ー

ス

の

「
包
括

性

」

と

い
う
本
来

の
理
念

と
自

己

矛
盾

し

た
内
容

と

い
う

ほ
か

な

い
。

こ

こ
で
も

資
産

保

有

を
め

ぐ

る
現
実

の
実
態

を

ふ
ま

え
れ
ば

、

本
来

な

ら
法

人
税

の
場

合

と
同

様

に
、

資
産

保
有

を
所

得

と

は
別
個

の

独

自

の
課
税

ベ

ー

ス
と

し

て
把

握

し
、
そ
れ

に
超

過
累

進
税

率

で
課
税

す

る
と

い
う
方

向

が
追

求

さ

れ
な

け

れ
ば
な

ら
な

い
。
こ

の
方

が
、

理
論

的

に
も

実
際
的

に
も

よ
り
明

快

で
あ

る
だ

け

で
な

く

(た
と
え
ば
、
発
生

ベ
ー
ス
の
キ

ャ
ピ
タ
ル

・
ゲ
イ

ン
な
い
し
再
評
価
益
課
税
も
、
よ
り

容
易
に
税
制

へ
組

み
込
み
可
能
)
、
公

平

課
税

の
前
進

に
大

い
に
資

す

る

こ
と

に
も
な

る

で
あ

ろ
う

か
ら

で
あ

る
。

(1
)

ω
冨
¢
型

ρ

も。
㌫
写
貯
9
豆
Φ
ω
o
h
Z
讐
δ
コ
鋤
=
コ
o
o
B
Φ
》
コ
鋤
ぞ
ω
一。。も

』
・
永
田

・
高
橋
訳

『
国
民
所
得
分
析
の
原
理
」
三
頁
。
な
お
、

こ
の
点
詳

し
く
は
、
和
田
八
束

『現
代
租
税
論
』
、
第

一
章
参
照
。

(2
)

佐
藤
進

『現
代
税
制
論
』
、

一
一
七
頁
。

(3
)

ρ

<
8

ω
呂
き

ド
U
①
『
田
鼻

o
ヨ
ヨ
①
ロ
ω
9
αq
葺
h
=
巳

巳
Φ
国
箒

o
ヨ
ヨ
Φ
コ
ω
8
器
「αq
Φω
9
N。
㌔

§
§

器
鳶
ミ
鉾
む

一ω・
じ口
α
ト

一。。零

ω
邑
刈噛

(4
)

即

竃
』

諾

角

冨

0
8

・8

け
。
二
b
8

∋
ρ
国
8
8

自

。
き

o
ピ
①伽q
巴

〉
ω
冨
。
β

↓
冨

閃
。
9
『鋤
=
・
8
ヨ
①
討

〆

壽

二

〇
φ

ω
冨

唇

矯
開
.
》
.

ζ
器

σq
冨

く
ρ

沁
§

織
§
αq
恥
§

ミ
鳴
肉
6
§

o
§
賊塗

ミ

穿

§

融
§

嘲
一㊤
巳

も

』

㊤
・)

(
5
)

国
.
ρ

。。
身

8

ρ
恕

諺
§

巳

ミ

8

ミ

穿

8
ミ

§

為

冨

¢
巳

く
Φ
冨
一蔓

。
h
o
三
8

ゆq
。
零

Φ
ω
㏄
藁

り
。。
。。
も

●
α
ρ

(
6
)

宮
島
洋

『
租
税
論

の
展
開

と
日
本

の
税

制
』
、

五
～
六
頁
。
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、

 

9

ω
・
O
o
<
Φ
∋

ヨ
Φ
葺

即

貯
鉱
ロ
αq
O
h
識
8
」
㊤
。。
心
.
塩
崎
潤
訳

『
公
平

・
簡
素
お

よ
び
経
済
成

長

の
た
め

の

一
九

八
五
年
。

(
15
)

一げ
己
`
<
o
r
ρ

P

ω
P

(
16
)

石
弘
光

『
租
税

政
策

の
効

果
』
、

、
一
四
頁
。

な
お
、
宮
島
洋

『
租

税
論

の
展

開
』
、

八
～

二
四
頁

も
参
照
。

(
17
)

「
最
高
税
率

を
大
幅

に
引
き
下
げ

、
逆

に
最
低
税
率

を
若

子
引

き
上
げ

て
ブ

ラ
ケ

ッ
ト
数

を
数
個

に
整

理
統
合

す
る
。

こ
れ

に
よ
り
税

制

の
簡
素

化
が
図

ら
れ
る
と
同
時

に
、

と
り
わ
け
中

高
所
得
階
層

で
限
界
税

率
が
大
幅

に
引
き
F

げ
ら
れ
、

経
済
的
中

立
性

の
向
上

と
脱
税

の
抑
制

が
図
ら
れ

る
。
」

(宮
島

、
前
掲
書

、

二
四
九
頁

)
。

(
18
)

「
こ
の
よ
う

に
最
高
税

率
を
大
幅

に
下

げ
、

累
進
度
を
緩
和

し

た

の
で
は
垂
直
的

公
平

が
維
持

で
き

な

い
の
で
は
な

い
か
、
と

い
う
疑

問
が
生
じ

る
か
も

し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
点

に

つ
い

て
、
カ
ー
タ

ー
報
告

は
、
第

一
に
現
行

の
急
激

な
累
進

税
率
構
造

が
高
額

所
得
者

の
広

範
な
租
税

回
避
行
動

に

よ

っ
て
た
ん
な

る
名

目
上

の
も

の
に
す
ぎ
な

く
な

っ
て
い
る

こ
と
、
第

二
に
資
産

所

得

や
事
業

所
得

の
包
括
化

に
よ
り
中

高
所
得
者

の
課

税

ベ
ー

ス

が
相
当

に
拡

大

す

る

こ
と
、

そ
し

て
第

三

に
特
定

の
非
裁

量
的

支
出

の
控

除

を
す

べ
て
税
額
控

除
方
式

に
す

る

こ
と

に
よ
り
真

の
生

活
困

窮
者

に
効

果
的
な
負
担

の
軽
減
を

及

ぼ
す

こ
と
な
ど

を
指
摘
し
、

そ

の
疑
問

に
答

え

て
い
ま
す
。
」

(
同
上
、

=

一頁

)
。

「
従
来

の
日
本

の
所
得
税

で
は
、
限
界

税
率

が
最
高
ヒ
○

%
ま

で
上
昇

す

る
よ
う

に
な

っ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ

で
は
、
最
高

税
率
が
五

〇
%

に
ま

で

引

き
下
げ

ら
れ

て

い
た
が
、

一
九
八
六
年

の
税
制
改

革

に
お

い
て
、
税
率

は

一
五
%
、
二
八
%

の
二
段
階

に
簡
素
化

さ
れ

た
。
ま
た
、
イ
ギ

リ

ス
で
は
、

形

式
的

に
は
累
進
税
率

を
と

っ
て
い
る
が
、
基
本

税
率

(
二
五
%

)
で
納
税
者

の
九
五
%
を

カ
バ
ー
し

て
い
る

の

で
、
事
実
上

の
単

一
税
率

と
な

っ
て

石

弘

光

『
租

税

政

策

の
効

果

』
、
十

ヒ

頁

。

な

お

、

こ

の
点

に

つ
い

て

は
、

幻
・
〉
'
ζ

ロ
。。
αq
鑓

<
ρ

↓
冨

↓
冨

o
「
団
o
弓

ロ
σ
一一。
「
首
印
ロ
o
ρ

お
㎝
Φ

(邦

木

下

和

夫

監

訳

、

財

政

理

論

1

、

二

四

六

～

二
五

七

頁

)

に

も

、
手

際

よ

く
整

理

さ

れ

た
説

明

が

あ

る
。

前

掲

、

『
現

代

財

政

』
、

第

二
巻

、

一
〇

頁

。

即

O
o
o
α
ρ

、.↓
9

団
8

笥
o
ヨ
一〇
〇
Φ
h
ヨ
三

書

〇
ニ

ロ
o
o
ヨ
ρ
、。
旨

〉
も

Φ
9

§

凶
戸

Φ
9

9

§
唱
越
壽
§

鴇
竃

智

8

§
鳴
寄

越

勘
§

レ

リ
謡

も

騨

一
〇
～

卜。
ド

佐

藤

進

・
宮

島

洋

『
財

政

』
、

東

洋

経

済

新

報

社

、

一
二

一
～

一
一
一
二
頁

。

前

掲

、

佐

藤

、

一
二

二

頁

。

前
掲

、

宮

島

、

一
二

七

頁

。

肉
魯

o
甚

ミ

ミ
鳴
沁
建

ミ

O
§

韓§
帖。。吻
賊§

§

智

醤

識
§

噌
く
o
一」

占

噛
O
器

Φ
コ
.ω
即

帥艮

Φ
き

お

①
9

智

暑
沁
魯

§

誉

暁
隷

軌§

題
吻
、
Gり
噛§
黛
帆6
帖建

§

織
肉
8

謹

ミ
母

O
さ
ミ
ミ

に
壽
軸
寒

騎
蓬

建

b
魯

ミ

馬ミ
§

獣
沁
魯

ミ

琳
、o
ミ
僑
ぎ

砺
ミ
§

魯

く
o
一會
〒
。。
曽

「
税
制
改

革
』

(第

一
巻

・
概

観
)
今

日
社
、
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い
る
。
従
来

、
所
得
税

の

一
つ
の
大
き
な
機
能

は
、
所
得

再
分

配

に
あ

る
と
さ
れ
、
そ

の
た
め
、
高

い
累
進
税
率

が
設
定

さ
れ

て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
や

イ
ギ

リ

ス
に
み
ら
れ

る
累

進
構
造

の
緩
和

は
、

所
得
税

の
本
質

の
変
化

で
あ

る
と

い

っ
て
も
よ

い
。

所

得
税

の
累
進
度
引
ド

げ
が
必

要
と

さ
れ
る
理
由
と

し

て
、

つ
ぎ

の
こ
と
が
指
摘

さ
れ

て
い
る
。
第

一
は
、
労
働
意
欲

に
与

え

る
影
響

で
あ

る
。
累

進
度

が
あ

ま
り
高

い
と
、
働

く

よ
り
余
暇
を
楽

し
む

ほ
う
が
合
理
的

に
な
り
、
労
働

意
欲

が
低

下
す

る
。

こ
う
し
た
影
響

は
、
所

得

の
高

い
人

々
、

つ

ま
り
生
産
性

の
高

い
人

々

に
対

し

て
よ

り
強

く
働
く

た
め
、
社
会

は
大

き
な
損
失

を
被

る
。
第

二
は
、
所

得
分
散
と

の
関
連

で
あ

る
。
す

で
に
述

べ
た

よ
う

に
、
累
進
度

が
高

い
と
、
所
得
を
世
帯

員
間

で
分
散

す

る

こ
と
が
有
利

に
な

り
、
水
、平
的

公
平
が
侵

さ
れ

る
。
第
三

の
理
由

と
し

て
あ
げ

ら
れ
る

の
は
、

い
か

に
形
式
的

に
累
進
度

が
高
く

と
も

(
あ

る

い
は
、
累

進
度

が
高

い
ま

さ
に
そ

の
た
め

に
)
、
節
税

や
脱
税
が
増
加

し
、
実
質
的

な
累
進

性

が
確

保

さ
れ
な

い
と
い
う

こ
と

で
あ

る

(
さ
ら

に
、
付

加
的

な
理
由

と

し

て
、
利

子
所
得

な
ど

に

つ
い

て
源
泉
徴
収

が
行

な
わ
れ

る
場
合

、
所
得
税

の

税
率

が
単

一
税
率

に
近

い
と
、
単

一
税
率

の
源
泉
分
離

課
税
だ

け

で
課
税

が
完

結
す

る

こ
と
も
あ
げ

ら
れ

る
)
。

以
上

の
諸

点

は
、

日
本

に
お

い

て
も
あ

て
は
ま
る
と
思

わ
れ

る
。

と
く

に
第

一.一点

は
重
要

で
あ
り
、

実

際

に
累
進

課
税
が
な

さ
れ
る

の
は
、

サ
ラ

リ

ー

マ
ン
の
給

与
所
得

が
中
心

と

い
う

の
が
実

態

で
あ

っ
た
。

一
九
八

七
年

と

一
九

八
八
年

の
改
革

で
累
進
構
造

の
大
幅

な
手

直

し
が
行
な

わ
れ
た

の
は
、

こ
う
し

た
背

景

に
よ

る
も

の

で
あ

る
。

(野

口
悠
紀
雄

『
現
代

日
本

の
税
制

』
、

一
五
～

一
六
頁

)
。

(
19
)

「
こ
う

し
た
大
胆
な
税
率

の

フ
ラ

ッ
ト
化
だ

け

で
は
、
垂
直

的
公
.平
が
大
き

く
損
な
わ
れ

る

こ
と

に
な

る
。
そ

こ
で
、
低
所

得
階
層

の
税
負
担

の

急
増
を

回
避

す

る
た
め

に
課
税

最
低

限
を
大
幅

に
引

き
上
げ

る
と

と
も

に
、
高

所
得
階

層

の
税
負

担

の
急

減
を
防
止

す

る
た
め
主

と
し

て
高
所
得

階

層

に
利

用
さ
れ

て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
特
別
優

遇
措
置
を
極

力
廃
止

し
、
全
体

と
し

て
減
税

を
図

り

つ
つ
も
、
現
行

税
制

に
お

け
る
垂
直
的
公
平

は

ほ
ぼ

確
保
す

る
。
包
括

的
所
得
税

の
考

え
方

を
駆
使

し
た
特

別
優

遇
措
置

の
廃
止

・
整

理
は
同
時

に
税
制

の
水

平
的
公
平

、
経
済
的
中

立
性
お

よ
び
簡
素
化

の
達
成

に
も
寄
与

す
る
。
」

(宮

島
、
前
掲
書

、

二
四
九
頁

)
。

(
20
)

一
法
人

は
意

思
決
定

の
重

要

な
単
位

で
あ
る
。

そ
れ

は
株

主

の
存
在

と

は
独
立

に

一
つ
の
存
在

を
も

っ
て
い
る
。
と
く

に
大

き
な

「
公
開
」
法
人

の
場
合

に
は
そ
う

で
あ

る
。
こ
の
別
個

の
存
在

は
経
済

の
機
能

に
お

い

て
重
要

な
役

割
を
演
ず

る

の
で
あ

る
。
そ
れ
は
利
潤
税

の
賦
課

に
た
い
す
る
企

業
政
策

の
反
応

と
相

当

の
関
係

が
あ

る
。
同
時

に
、
法

人

は
人

間

で
は
な

い
。
公
、平

サ
ー
ビ

ス
の
費

用
を

ひ
と
び
と

で
は
な
く

て
法
人

に
か

け
ら
れ
う

る
と

い
う
意
味

に
お

い

て
は
、
法

人

に
は
そ
れ
自
身

の
租

税
支
払
能
力

は
な

い
。
法

人
税

が
課

せ
ら
れ

る
な
ら
ば
、
株
主

か
、
経
営
者

か
、
労

働
者
か
、

消
費
者

か
、
と

に
か
く
だ

れ
か

の
富

が
減
少
し
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
純
資
産
増

加
と

い
う
公
平

の
概
念
を
基
礎

と
す

る

シ
ス
テ
ム
で

は
、
絶
対

的
法
人

税

の
存
在

理
由

は
な

い
。
」

(
R

・
A

・
マ
ス
グ

レ
イ
ブ
、

前
掲
者
、

.
一六

.
,頁
)
。

(
21
)

国
税

庁
編

『
法
人
企
業

の
実
態
』
、

一
九
九

、
一年
版
、

一
七
頁

よ
り
算

出
。



(
22
)

「
富

の
増
加
が

こ
と
ご
と

く
所
得
税

の
も
と

で
課
税

さ
れ

る
と

す
る
な

ら
ば
、
個
人

の
純
資

産

の

い
か
な
る
部
分
も
、

そ
れ
が
保
有

さ
れ

て
い
る

具
体
的

な
形
態

が

い
か
な

る
も

の
で
あ

れ
、
増
加

が
生

じ

た
過
去

の
あ

る
時

日

に
課
税

を
受
け

て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
財
産

の
保
有

そ

の
も

の

に
た

い
し

て
さ
ら

に
別

の
租

税
を
課
す

る
余

地

は
な

い
。

所
得

を
稼
得
す

る
財
産

の
場

合

に
は
、
財
産
税

は
財

産
所
得

に
対
す

る
補

完
的

な
所
得

税
と
同

じ
も

の

で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
財
産
税

は
賃

金
所

得

の
受
領
者

と
資
本
所

得

の
受
領

者
と
を
不

.平
等

に
取
扱

う

こ
と

に
な

る
。
所

得
を
稼
得

し
な

い
財
産

の
場
合

に
は
、
財
産
税

は

こ
れ
を
帰
属
機
会
稼

得

分

に
た

い
す

る
所
得

税
と

み
な
す

こ
と

が

で
き

よ
う
。

し
た

が

っ
て
、
も

し
そ

の
他

の
タ
イ
プ

の
帰
属
機
会

稼
得
分

も
同
様

に
課
税

さ
れ
な
け
れ
ば

、

そ
れ

は
差

別
待
遇

を
す
る

こ
と

に
な

る
。
法

人
税

の
場

合
と
同

じ
よ
う

に
、
財

産
税

は
他

の
理
由

か
ら
は
要
請

さ
れ

る
か
も
し

れ
な

い
が
、
純
資
産

の

増

加
を
基
礎

と
し

た
水
平
的
公

.平
と

い
う
点

か
ら

は
正
当

化

さ
れ
な

い
。
」

(
R

・
A

・
マ
ス
グ

レ
イ
ブ

、
前
掲
書
、

.
一L
合

、頁
)
。

(
23
)

前
掲

『
現
代
財

政
』
、
第

1
巻
、

、
.九
〇
頁
。
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